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1

目

次
は
じ
め
に

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一

異
本
に
つ
い
て

配
列
の
錯
簡

文
章
の
錯
簡

字
句
の
錯
簡

「軸
」
と

「
幅
」

誤
字

人
名
の
誤
字

衛
字

脱
字

単
独
で
は
読
め
な
い
例

は
じ
め
に

私
的
な
回
想
か
ら
始
め
た
い
。
昭
和

四
十
年
、
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
の
私
の
仕
事

の

一
つ
は
、
隔
週

一
回
会
読

の

『
歴
代
名

画
記
』
の
草
稿
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
の
経
験
し
て
い
た
東
京
大
学
の
米
沢

嘉
圃
先
生
の
演
習
と
は
、
お
よ
そ
違

っ
た
苦
し
い
作
業

で
あ

っ
た
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
。
三
年
後
訳
了
す
る
と
故
長
広
敏
雄
先
生
は
、

「次
は
米
芳
の

『
画
史
』
」

と
指
名
さ
れ
た
。
水
曜
日
の
夜
、
会
議
室
に
二
十
人
内
外
が
参
集
し
た

『
名
画
記
』

当
時
と
は
異
な
り
、
田
中
謙

二
、
福
永
光
司
両
先
生
と
私
と
で
四
人
、
長
広
研
究

室
で
読
み
合
わ
せ
を
し
た
。
第

一
回
の
担
当
は
田
中
先
生
で
、

『
画
史
』
の
序
詞

を

口
頭
で
訳
さ
れ
た
。
難
解
で
先

へ
進
め
な
く
な
る
と
、
福
永
先
生
が
助
言
さ
れ

た
。
当
時
の
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
語
句
は
全
部
道
教
用
語
に
基
く
と
し
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
完
全
に
見
当
違
い
の
誤
訳
だ

っ
た
と
考
え
る
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、

会
読
は
こ
の

一
回
き
り
で
再
び
召
集
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
東
京
の
国
立
大
学
に
勤
務
す
る
友
人
か
ら
、

「
演
習
の
テ
キ
ス

ト
に

『
画
史
』
を
選
ん
だ
も
の
の
、
手
に
余
り
、
間
な
し
に
中
止
し
た
。
」
と
聞

↑

か
さ
れ
た
。
右
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

『
画
史
』
の
読
ま
れ
方
、
扱
わ
れ
方

12

を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
初
め
は
い
か
に
も
組
し
や
す
い
と
見
え
る
け
れ
ど
も
、

一

た
ち
ま
ち
に
し
て

「
し
ば
し
ば
読
み
の
下
ら
な
い
と
こ
ろ
」
や
、

「難
解
の

一
語

　　
　

に
つ
き
る
」
箇
所
に
遭
遇
す
る
か
ら
で
あ
る
。

中
国
絵
画
史
の
研
究
者
に
と

っ
て
、
専
攻
す
る
時
代
、
分
野
を
問
わ
ず
、

『画

史
』
は
必
読
の
文
献
で
あ
り
、
最
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
書
物

で
あ
り
な
が
ら
、

か

っ
て
き
ち
ん
と
読
ま
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思
う
。

ハ　
　

そ
の
文
章
は

『
列
伝
』
の
評
す
る
ご
と
く
、
奇
険

で
、
甚
だ
読
み
に
く
い
。

理

あ
る
と
き
に
は
実
に
魅
力
的
に
見
え
、
記
述
の
鋭
敏
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も

受稿

あ
り
、
又
あ
る
と
き
に
は
難
解
さ
と
不
統

一
さ
で
、
困
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
を
幾

原

　　
り

田

度
も
経
験
し
ま
し
た
。

別

右
と
同
じ
読
後
感
は
、
中
国
絵
画
史
の
研
究
者
な
ら
誰
で
も
体
験
し
た
に
相
違

卿

な
い
。
何
よ
り
不
思
議
な
の
は
、
唐
宋
の
他
の
画
学
書
に
対
し
て
は
、
屋
上
屋
を

廊

架
す
る
こ
と
を
厭
わ
ず
に
、
註
釈
を
繰
返
し
出
版
し
て
い
る
中
国
人
の
研
究
者
が

平
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『
画

史

』

に
は

全

く

手

を

つ
け

よ

う

と

し

て

い

な

い

こ
と

で
あ

る

。

『
画

史

』

の
全

訳

に

は
、

一
九

六

四
年

、

ヴ

ア

ソ
デ

イ

ア

・
ニ

コ
ラ

ス
女

史

の

ハゑ

仏
語
訳
が
あ
る
。
し
か
し

ニ
コ
ラ
ス
訳
は
、
中
国
古
文
に
習
熟
し
な
い
人
の
常
で
、

初
歩
的
な
句
読
の
切
り
方
に
も
問
題
が

あ
り
、
誤
訳
に
満
ち
て
い
る
。
も
し
も
こ

の
仏
訳
が
有
効
な
ら
ば
、

一
九
七

一
年

に
刊
行
さ
れ
た
ス
ー
ザ
ソ

・
ブ
ッ
シ
ュ
教

授
の
中
国
画
論
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
や
、

そ
の
増
訂
版

(
一
九
八
五
)
で
、

『
画
史
』

の
訳
文
が
総
量
の
二
十
分
の

一
に
も
足
り
な
い
と
い
う
現
象
は
、
起

こ
ら
な
か

っ

た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
よ
り
早

い
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
所
収
の
例
に
、
林
語
堂
の

英
訳

(
一
九
六
七
)
が
あ
る
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
訳
を
下
廻
る
分
量
で
、
先
行
の
仏
訳

　　
　

が
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

筆
者
は
先

に

『
画
史
』
の
成
立
時
期
、
特
殊
な
文
体
、
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、

『
国
華
』
誌

に
論
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
後
、
当
時
ま
だ
理
解

で
き
な
か
っ
た

　　
　

誤
字
、
脱
字
、
錯
簡
が
本
文
に
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。

思
う
に

『
画
史
』

の
読
解
が
、
難
解
と
し
て
九
百
年
近
く
放
置
さ
れ
た
な
り
進

ん
で
い
な
い
の
は
、
本
文
批
判
を
怠

っ
た
た
め
で
あ
る
。

『
画
史
』
の
内
容
の
不

統

一
は
、

『
四
庫
提
要
』

(
一
七
八
二
)
の
昔
か
ら
弾
劾
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど

も
、
内
容
の
不
統

一
を
い
う
前

に
、
字
句
そ
の
も
の
の
正
否
を
問
う
こ
と
か
ら
始

め
る
べ
き
で
あ
る
。
正
確
な
読
解
な
く
し
て
、
正
当
な
批
判
は
あ
り
え
な
い
。

『
画
史
』
に
は
系
統
を
異
に
す
る
異
本
が
少
な
く
、
単
純
な
校
合
、
比
較

の
作

業
で
は
な
に
ほ
ど
の
本
文
批
判
の
で
き

な
い
こ
と
は
、
愈
剣
華
の

『中
国
画
論
類

ハヱ

篇
』

で
証
明
済
み
で
あ
る
。
そ
し
て
本
文
批
判
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

『
画
史
』

の

訳
解
に
決
し
て
到
達

で
き
な
い
こ
と
は
、

ニ
コ
ラ
ス
の
仏
訳
以
下
、
諸
英
訳
が
証

明
済
み
で
あ
る
。

必
要
な
こ
と
は

『
画
史
』
の
み
な
ら
ず
、
米
帯
の
他
の
著
作
と
を
照
合
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
米
苗
独
自
の
文
体
に
戻

す
こ
と
で
あ
り
、
米
苗
が
執
筆
し
た
当
時

　　
　

と
同
じ
順
番
に
、

『
画
史
』
の
各
条
を
再
配
列
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
私
の

試
み
た

『
画
史
』

の

「
札
記
」
は
、
完

全
な
本
文
批
判
を
行
な
う
た
め
の
手
が
か

り
で
あ
る
。
全
貌
の
解
明
に
は
ま
だ
遠
い
も
の
の
、
今
ま
で
ど
う
に
も
読
め
な
か
っ

た

『
画
史
』
の
幾
分
か
は
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

『
歴
代
名
画
記
』

の
訳
稿
は
、
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

今
で
も
不
思
議

で
な
ら
な
い
の
は
、

『
名
画
記
』
本
文
の
錯
誤
に
つ
い
て
の
校
訂

の
作
業
が

一
度
も
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
の
入
所
す
る
直
前
の

時
期
に
、
故
島
田
修
二
郎
先
生
が

「歴
代
名
画
記
疑
議
」
と
し
て
、
所
内
で
講
演

さ
れ
、
大
量
の
誤
詑
や
窟
入
の
本
文
に
あ
る
こ
と
を
警
告
さ
れ
て
い
た
の
に
、
こ

の

「
疑
議
」
を
生
か
す
試
み
は
遂
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
多
く
の
錯

誤
を
正
す
こ
と
な
く
訳
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「考
異
」
を
当
時
の
反
省

も
こ
め
て
、
私
は
書
い
た
。

異
本
に
つ
い
て

『
画
史
』
の
異
本
に
は
、
次
の
刊
本
が
あ
る
。

1

『
津
逮
秘
書
』
第
七
集

2

『
王
氏
画
苑
』
巻
十

3

重
編

『
百
川
学
海
』
庚
集

4

明
刊

『唐
宋
叢
書
』
載
籍

5

苑
委
山
堂
蔵
板

『
重
較
説
郭
』
巻
九
十
三

6

文
淵
閣
本

『
四
庫
全
書
』
子
部
芸
術
類

7

『
湖
北
先
生
遺
書
』
子
部

8

『
宝
晋
山
林
集
拾
遺
』
巻
七

9

旧
紗
本

『
説
邪
』
巻
三
十
三

10

『
美
術
叢
書
』

二
集

第
九
輯

11

『
紬
底
現
蔵
牢
伝
善
本
叢
刊
』
第
四
十
冊

12

中
華
叢
書

『美
術
…叢
刊
』
第

一
輯

一125一
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13

沈
子
丞
編

『
歴
代
論
画
名
著
匪
編
』

14

子
安
瀾
編

『
画
品
叢
書
』

15

趙
孟
頬
自
筆
写
本

(未
公
刊
)

底
本
と
し
て
使
用
し
た
の
は
ー
、
明
崇
禎
刊
本

『
津
逮
秘
書
』
、
毛
晋
汲
古
閣
本

で
あ
る
。
3
4
5
6
は
ー
と
同
じ
系
統

の
刻
本
で
、
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
11

は
ー
の
覆
刻
本
で
あ
る
。
2
の
明
王
世
貞
編
、
窟
景
鳳
補
の
万
暦
刊
本
は
、
1
の

系
統
に
比
較
し
て
、
僅
か
な
異
同
が
あ
る
。
8
は

『
宝
晋
英
光
集
』
附
属
の
紗
本

で
、
嘉
泰
元
年
正
月
、
米
帯

の
嗣
孫
米
憲
と
、
嘉
靖

二
十
八
年
六
月
、
豊
道
生
の

奥
書

の
あ
る
家
刻
本
、
台
北
中
央
図
書
館
蔵
、
学
生
書
局
刊
、

「歴
代
画
家
詩
文

集
」

の

一
つ
。
文
字

の
み
な
ら
ず
、
各
文
章
の
配
列
に
諸
本
と
は
大
き
く
相
違
す

る
異
同
が
あ
る
。

9
か
ら
14
ま
で
は
排
印
本
で
あ
る
。

う
ち
9
は
、
本
文
総
量
の
約
四
分

の

一
し

か
収
め
ず
、
配
列
も
全
く
異
な
る
。

15
は
米
国
ニ
ュ
ー

ハ
ソ
プ
シ
ャ
ー
在
住

の
翁
万
戊
氏
蔵
有
に
か
か
る
。
全
三
十

四
葉
、
半
葉
十

一
行

の
罫
に
毎
行
十

八
字
を
書
写
し
た
も
の
。
巻
末
に

「
趙
子
昂

氏
」

の
朱
文
方
印

一
つ
が
あ
る
。
趙

孟
頬
手
紗
の
伝
称
は
、
こ
の
印
に
基
づ
い
て

い
る
。
第

一
葉
に

「
同
和
獲
観
」

(白
文
方
印
)
、
末
葉
欄
外

に
、

「
万
爽
珍
賞

(朱
文
長
円
印
)
始
め
、
諸
家
の
蔵

印
七

つ
が
あ
る
。
父
祖
翁
方
綱
以
来
の
家
蔵

本
で
あ
る
。

こ
の
本
が
趙
孟
頬

の
正
筆
な
ら
ば
、
伝
世
の
ど
の
本
よ
り
も
古
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

こ
れ
は

『
王
氏
画
苑
』

の
系
統
に
属
す
る
本
で

『
王
氏
画
苑
本
』
と
は

文
章
の
配
列
が
大
き
く
相
違
し
、
三
箇
所
に
約

二
十
字

の
脱
落
が
あ
る
。
こ
の
本

に
よ

っ
て
新
し
く
訂
誤
の
可
能
な
部
分
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
資
料

の
所
在

を
教
示
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ

・
ケ
ー
ヒ
ル
教
授
、
快
く

資
料
を
貸
与
さ
れ
た
翁
万
爽
氏
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。

『
画
史
』
に
は
古
い
伝

世
の
異
本
が
な
い
こ
と
に
得
心
が
い

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に

16

『
米
裏
陽
外
紀
』

「
画
学
」

明
崇
禎
年
間
刊
本

17

明
在
珂
玉

『
注
氏
珊
瑚
網
』

「画
拠
」
巻
二
十
三
、

「米
海
岳
画
史
」
、

民
国
五
年
刊

『適
園
叢
書
』
第
八
集

18

『
同
右
』

「
画
継
」
巻
二
十
四
、

「米
裏
陽
画
学
」

19

元
盛
煕
明

『
図
画
考
』

20

元
郡
椿

『
画
継
』

21

明
張
丑

『
清
河
書
画
肪
』
申
集
、

「
米
苗
」

22

清
沐
永
誉

『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
十
三

の
諸
本

に

一
部
を
収
め
る
。
21
に
は
他
に
な
い
侠
文
が
あ
る
。

23

閻
立
本

「
歴
代
帝
王
図
巻
」

(ボ
ス
ト
ソ
美
術
館
)
に
は
、
淳
煕
十
五
年

正
月
の
周
必
大
蹟
が
附
属
し
、
践
と
同
筆

の

「
米
元
章
画
史
日
」

の
見
出

　

　

　
り

し

一
行
と
共
に
、
13

.
17

.
18
の
三
条
を
書
写
す
る
。

本
文
批
判
に
は
2
か
ら
10
ま
で
、
15
か
ら
21
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
。

一

引
用
資
料
の
略
号
は
次
の
通
り
。

1
、

『
津
逮
』
、
2
、

『
王
氏
』
、
3
、

『
百

伽

川
』
、
4
、

『
唐
宋
』
、
5
、

『
重
較
』
、
6
、

『
四
庫
』
、
7
、

『
湖
北
』
、

一

8
、

『
山
林
』
、
9
、

『説
邪
』
、
10
、

『美
叢
』
、
15
、

『
趙
』
、
17
、

『
注

氏
』

二

配
列
の
錯
簡

『
画
史
』

の
百
九
十
余
条
の
文
章
の
中

に
は
、
先
後
が
倒
錯
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
時
間
が
経
過
し
、
所
有
者
が
変
化
し
、
米
帝

の
意
見
が
修
正
さ
れ
て
い
る

作
品
が
逆
に
前
に
出
て
い
る
た
め
に
、
状
況
が
混
乱
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
双
方
が
離
れ
て
い
る
た
め
に
、
相
互
に
関
係
が
あ
る
と
さ
え
気
づ
か
な

い
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

『
画
史
』
の
各
条
の
配
列

に
混
乱
が
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
知
れ
る
。
巻
末
、
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「潤
州
の
沈
括
に
会

っ
た
」
記
事
は
、
元
祐
三
年

(
一
〇
八
八
)
、
米
苛
三
十
八

歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
燭
条
、
孫
載
家

の
張
躁
に
つ
い
て
の
文
は
、
朝
議
大
夫

で
致
仕
し
た
孫
載
の
官
歴
か
ら
い
っ
て
、
米
苗
の
没
年
、
大
観
元
年

(
=

〇
七
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
は
順
序

を
顛
倒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

全
文
を
正
し
い
配
列
に
直
す
の
は
ま
だ
時
間
の
か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

関
連
事
項
の
前
後

の
倒
錯
に
つ
い
て
の
み
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

例

そ
の

一

15

蘇
氏
種
瓜
図
、
絶
画
故
事
、

蜀
人
多
作
此
等
画
、
工
甚
、
非
嚴
立
本
筆
、

立
本
画
皆
著
色
而
細
、
錆
銀
作
月
色
布
地
、
今
人
収
得
、
便
謂
之
李
将
軍

思
訓
、
皆
非
也
。

蘇
氏

「摘
瓜
図
」
す
ぐ
れ

て
故
事
を
画
く
。
蜀
人
多
く
こ
れ
ら
の
画
を
作

る
。
工
み
な
る
こ
と
甚
し
。
閻
立
本
の
筆
に
あ
ら
ず
、
立
本
の
画
は
皆
著

色
に
し
て
細
。
銀
箔
を
散
ら
し

て
月
色

の
下
地
を
作
る
。
今
人
収
得
し
て
、

こ
れ
を
李
将
軍
思
訓
と
い
う
は
、
皆
非
な
り
。

0

「
嚴
立
本
」
、

『
王
氏
』

『
山
林
』

『
湖
北
』
、

「閻
立
本
」

に
作
る
。

他
の
諸
本
、

「
嚴
立
本
」
に
作

る
。

「
嚴
立
本
」
な
る
画
家
は
存
在
せ
ず
、

「嚴
」

は
誤
ま
り
。

口

「
立
本
画
」
、

『
山
林
』
の
み

「
日
本
画
」
に
作
る
。
日
本
の
や
ま
と
絵

を
金
碧
青
緑
山
水
画
の
創
始
者

と
さ
れ
る
盛
唐
の
李
思
訓
の
画
と
見
な
し
た

と
す
る
記
事
が

『
画
史
』
に
あ
る
。

16

漏
永
功
、
字
世
渤
、
有
日
本
著
色
山
水
、
南
唐
亦
命
為
李
思
訓
。

1

『
山
林
集
』

の
異
同
は
、
右

の
記
事
と
思
い
あ
わ
せ
て
興
味
深
い
が
、
こ

こ
は
や
は
り
閻
立
本
画
で
あ
ろ
う
。

『
山
林
』
に
は
従

い
に
く
い
。

「蘇
氏
種
瓜
図
」
、
諸
本
皆

同
じ
。

し
か
し
、

「
種
瓜
図
」
は

「
摘
瓜
図
」
の
誤
ま
り
で
あ
る
。
右
の
15
条
の

蘇
氏
は
、

17

蘇
瀞
浩
然
処
、
見
寿
州
人
墓
明
皇
幸
蜀
道
図
、
人
物
甚
小
、
云
是
李
思
訓

1

本
、
与
宗
室
仲
忽
本
不
同
。

蘇
溜
浩
然
の
処
に
て
寿
州
人
の
墓
せ
る

「
明
皇
幸
蜀
道
図
」
を
見
る
。
人

物
は
甚
だ
小
、

「
こ
れ
李
思
訓
の
本
」
と
い
う
。
宗
室
仲
忽
の
本
と
同
じ

か
ら
ず
。

に
み
え
る
蘇
溜
、
字
は
浩
然
に
相
違
な
い
。
蘇
溜
は
四
世
好
事
を
歌
わ
れ
た
蘇
氏

一
族
の
第
三
世
代
、
舜
元

(
一
〇
〇
六
-
五
四
)
の
子
で
、
泊
、
字
は
及
之
の
兄

弟

で
あ
る
。
米
苗
と
は
朝
請
郎
、
秘
閣
校
理
と
な

っ
た
元
豊
年
間
に
交
渉
が
あ

っ

た
。

(
『
書
史
』
24
)

『
画
史
』
の
体
例

で
は
、
初
出
の
人
名
に
は
姓
名
、
字
を
す
べ
て
い
い
、
再
出

　

に
は
省
略
し
て
そ
の

一
つ
を
い

う
の
が
原
則
で
あ
る
。
ま
た
11
条
で
は
李
思
訓
の

伝
称
と
、
宗
室
趙
仲
忽

(太
宗
の
玄
孫
)
所
蔵
本
と
の
相
違
を
い
う
だ
け
な
の
が
、
ト

ー5
条
で
は
米
苗
の
意
見
は
確
定
し
て
い
て
、
伝
称
を
明
快
に
否
定
し
て
い
る
。

こ

12

れ
に
よ

っ
て
、

二
つ
の
文
章
の
前
後
が
入
れ
違

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「

四

「摘
瓜
図
」
の
由
来

に
つ
い
て
は
、
葉
夢
得

の
文
章
が
あ
る
。
そ
の
言
及

す
る
宗
室
仲
忽
本
は
、
米
苗
所
見
の
m
条
と
同

一
の
画
で
あ
る
。

「
明
皇
幸
蜀
図
」
李
思
訓
の
画
、
宗
室
汝
南
王
仲
忽
の
家

に
蔵
せ
ら
る
。
…

宣
和
の
間
、
内
府
は
李

の
画
を
求
む
る
こ
と
甚
だ
急
。
そ
の
名
の
佳
な
ら
ざ

る
を
も

っ
て
の
故
に
、
敢
え
て
進
め
ず
。
明
皇
は
騎
馬
の
像
に
作
り
、
前
後

の
宙
官
宮
女
、
導
従
、

ほ
ぼ
備
わ
る
。
道
労
に
瓜
圃
あ
り
、
宮
女
の
圃
に
つ

い
て
瓜
を
採
る
者
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
譲
ん
で

「摘
瓜
図
」
と
な
す
。

(宋
葉
夢
得

『
石
林
避
暑
録
』
下
)

明
皇
は
玄
宗

の
詮
、
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝
を
縮
め
た
俗
称
。

「摘
瓜
図
」
は

「
明
皇
幸
蜀
図
」
の
別
名
と
い
い
、
七
五
五
年
安
禄
山
の
大
乱
を
避
け
て
、
玄
宗

が
蜀
に
逃
れ
た
行
旅

の
光
景
を
描
い
た
も
の
。
断
簡
を
除
い
て
現
在
六
点
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
葉
夢
得

の
い
う

「摘
瓜
」

の
景
は
ど
れ
に
も
な
い
。
最
も
名
高

い
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5

台
北
故
宮
博
物
院
の
蔵
本
は
、
唐
人
の
伝
称
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
元
代
の
画

　ヨ

家
が
横
巻
形
式
の
構
図
を
二
分
の

一
に
短
か
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

(図
1
)

ま
た
、
諸
本
の
作
る

「
種
瓜
図
」

と
は
耕
作
図
の
意
味

で
あ
る
。
宋
李
綱

に

「郡
平
種
瓜
図
」

の
題
画
詩
が
あ
る
。

(
『
梁
渓
全
集
』
巻
十
六
)

『
画
史
』
の

「種
瓜
」
は
そ
う
し
た
文
字
に
影
響
さ
れ
て
の
誤
詑
で
あ
ろ
う
。

㈲

右
の
二
条
に
関
連
し
て
、

二
条

の
後
に
書
か
れ
た

一
条
が
あ
る
。

60

今
人
絶
不
画
故
事
、
則
為
之
人

又
不
考
古
衣
冠
、
皆
使
人
発
笑
、
古
人
皆

云
、
某
図
是
故
事
也
、
蜀
人
有
晋
唐
余
風
、
国
初
己
前
多
作
之
、
人
物
不

過

一
指
、
錐
乏
気
格
、
亦
秀
整
、
林
木
皆
用
重
色
、
清
潤
可
喜
、
今
絶
不

復
見
　
、

今
人
絶
え
て
故
事
を
画
か
ず
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を

つ
く
る
人
も
ま
た
古
衣

冠
を
考
え
ず
、
皆
人
を
し
て
笑

を
発
せ
し
む
。
古
人
皆
い
う
、

「某
図
は

こ
れ
故
事
な
り
」
と
。
蜀
人
晋
唐

の
余
風
あ
り
、
国
初
以
前
多
く
こ
れ
を

作
る
、
人
物
は

一
指
に
過
ぎ
ず
、
気
格
乏
し
と
い
え
ど
も
亦
秀
整
、
林
木

は
皆
重
色
を
用
う
、
清
潤
喜

ぶ
べ
し
、
今
絶
え
て
ま
た
見
ず
。

こ
の
60
条
は
、

一
連

の
記
事
の
い
わ
ば
結
論
と
し
て
、
m
条

の
後

に
く
る
べ
き
で

あ
る
。

「摘
瓜
図
」
を
め
ぐ
る
記
事

の
順
序
は
、
m

・
15

・
60
が
時
間
的
に
正
し

い
配
列
と
な
る
。

例

そ
の
二

坐

北
史
人
物
衣
冠
乗
馬
甚
古
、
亦
在
蘇
之
孟
家
、

北
史
人
物
、
衣
冠
乗
馬
は
な
は
だ
古
、
ま
た
蘇
之
孟
家
に
あ
り
。

「
北
史
」
、

『
美
叢
』

の
み

「此
史
」
に
作
る
。
諸
本
に
従
う
。

「
北
史
」
は
唐

李
延
寿
撰

『
北
史
』

の
こ
と
か
。
文
意
か
ら
推
し
て
、
右
の
蘇
之
孟
は
、

39

潤
州
節
推
荘
鼎
、
字
節
之
、
青
州
人
、
収
麻
紙
爾
雅
図
、
衣
冠
人
物
、
与

蘇
氏

一
同
、

潤
州
節
推
荘
鼎
、
字
は
節
之
、
青
州
の
人
、
麻
紙
の

「ホ
雅
図
」
を
収
む
、

衣
冠
人
物
、
蘇
氏
と

一
に
同
じ
。

に
い
う

「
蘇
氏
」
に
相
違
な
い
。
39
条
に
名
の
之
孟
を
省
略
し
て
い
る
の
は
、
再

出
の
謹
拠
で
あ
る
。
44
条
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
が
、
顛
倒
し
て
配
置
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

三

文
章
の
錯
簡

『
画
史
』
の
文
章
に
は
、
長
短
い
ろ
い
ろ
が
あ
る
。
長
文
の
場
合
、
論
理
が
続

か
ず
、
イ
メ
ー
ジ
が
飛
躍
し
て
い
て
、
論
旨
が

一
貫
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
直
情

径
行
、
直
観
で
判
断
し
行
動
す
る
米
芳

の
人
と
な
り
に
、
そ
れ
は
ふ
さ
わ
し
く
、

し
い
て
論
理
を

つ
な
げ
て
読
も
う
と
す
る
の
が
常
な
の
だ
が
、
次
の
例
は
文
自
体

ガ

に
ま
と
ま

っ
た
錯
簡
、
鼠
入
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

12一

72

例

そ
の

一

潤
州
甘
露
寺
、
張
僧
懸
四
菩
薩
、
長
四
尺
、

一
板
長
八
尺
許
、
亦
陸
探
微

神
、
面
黄
、

口
角
露
二
向
上
歯
、
金
甲
、
手
持
幡
、
下

一
白
獅
子
、
神
彩

驚
人
。
殿
梁
天
監
中
、
蓋
撲
、
明
間
有

二
呉
道
子
行
脚
僧
、
吾
移
置
行
脚

僧
於
浄
名
斎
、
以
避
風
雨
、
己
上
並
会
昌
中
廃
寺
、
於
本
道
合
殿
寺
処
、

移
来
於
此
寺
。
其
殿
中
置
明
皇
銅
像
、
因
得
不
廃
。
元
符
末
、

一
旦
為
火

所
焚
、
六
朝
遺
物
掃
地
、
江
左
更
無

一
晋
筆
蔵
。

是
六
朝
所
書
、
巻
末
晋
王
惣
持
揚
帝
小
字
也
、
平
江
南
、
鳩
集
置
寺
処
、

題
践
具
存
、

李
衛
公
祠
手
植
桧
、
皆
焚
蕩
、
寺
後
重
重
金
碧
参
差
、
多
景
楼
面
山
背
海
、

為
天
下
甲
観
、
五
城
十
二
楼
不
過
也
、
所
存
惟
衛
公
鉄
塔
、
米
老
庵
二
間
、
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余
作
詩
悼
之
日
、

(下
略
)

潤
州
甘
露
寺
の
張
僧
蘇
の

「
四
菩
薩
」
、
長
さ
は
四
尺
、

一
板
の
長
さ
は

八
尺
ば
か
り
。
ま
た
陸
探
微

の

「
神
」
は
面
黄
、

口
角
に
二
つ
の
向
上
の

歯
を
露
わ
に
す
、
金
甲
、
手

に
幡
を
持
す
。
下
に

一
白
獅
子
あ
り
、
神
彩

人
を
驚
か
す
。
殿
は
梁
の
天
監
中
、
蓋
挨
、
明
間
に
二
呉
道
子
の
行
脚
僧

あ
り
、
吾
れ
行
脚
僧
を
浄
名
斎
に
移
置
し
、
も

っ
て
風
雨
を
避
け
し
む
。

以
上
は
並
び
に
会
昌
中
の
廃
寺
、
本
道
に
お
い
て
殿
寺
の
処
に
合
し
、
こ

の
寺
に
移
来
す
。
そ
の
殿
中

に
明
皇

の
銅
嫁
を
置
く
、
よ

っ
て
廃
せ
ざ
る

を
得
た
り
。
元
符
の
末
、

一
旦
火
に
焚
か
れ
、
六
朝
の
遺
物
地
を
掃

い
、

江
左
に
さ
ら
に

一
の
晋
筆
の
蔵
も
な
し
。

こ
れ
六
朝
の
書
、
巻
末
の

「
晋
王
惣
持
」
と
は
、
揚
帝
の
小
字
な
り
、
江

南
を
平
げ
、
寺
を
置
く
処
に
鳩
集
す
、
題
蹟
具
さ
に
存
す
。
李
衛
公
祠
、

手
植
の
桧
、
皆
焚
蕩
す
、
寺
後
重
々
、
金
碧
参
差
、
多
景
楼
は
山
に
面
し

海
を
背
に
し
、
天
下
の
甲
観
と
な
す
、
五
城
十
二
楼
も
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

存
す
る
所
は
、
た
だ
衛
公
の
鉄
塔
と
、
米
老
庵

二
間
の
み
。
余
詩
を
作
り

て
、
こ
れ
を
悼
ん
で
い
わ
く
、

0

『
山
林
』
、

『
宝
晋
英
光
集
』
、

「
甘
露
寺
」
を

「甘
露
寺
壁
」
に
作
る
。

『
山
林
』
、

「
板
」
を

「
版
」

に

「
二
向
」
を

「
一
向
」
に
、

「天
監
」
を

「
鑑
」

一
字
に
、

「
二
呉
」
を

「
呉
」
に
、

「吾
」
を

「後
」
に
、

「浄
名
」
を

「浄
明
」

に
作
る
。

「浄
名
」
が
正
し
い
。

「
寺
後
」
を

「寺
故
」
に
作
る
。

『
宝
晋
』
同

じ
。

「背
海
」
を

「
背
江
」
に
作
る
。
江
が
正
し
い
。

『宝
晋
英
光
集
』
巻
四
、

「
鉄
塔
」
を

「鎗
塔
」
に
、

「
二
間
」
を

「
三
間
」
に
作
る
。

『宋
詩
記
事
』
巻

三
十
四
、

「
三
間
」

に
作
る
。

ω

「梁
天
監
中
」
、
諸
本
同
じ
。
思
う
に
、

京
口
北
固
山
甘
露
寺
、
旧
有
二
大
鉄
鐙
、
梁
天
監
中
鋳
。

(宋
張
邦
基

『
墨

荘
漫
録
』
巻
七
)
の
例
に
従
い
、

「中
」

の
下
、

一
字
を
補

い
、

「梁
天
監

中
造
」
に
作
る
べ
き
だ
ろ
う
。

国

「蓋
撲
」
、
諸
本
に
同
じ
。
京
都
大
学
田
中
淡
教
授
の
指
教
に
よ
る
と
、

「
蓋
屋

(屋
根
葺
き
)
、
洪
眼

(斗
操
間
の
小
壁
)
」

の
う
ち
の
二
字
欠
落
が
考

え
ら
れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
天
監
年
間

(五
〇
ニ
ー
九
)
の
屋
根
が
十

一
世
紀

ま
で
残

っ
て
い
た
と
す
る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。
ま
た

「洪
眼
」
の
下
に
、

「
明
間
」

(中
央
の
柱
間
)
に
呉
道
子
の
画
が
あ
っ
た
と
す
る
記
事
と
の
続
き
工

合
も
わ
か
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
未
詳
と
し
て
お
く
。

四

「
是
六
朝
」
か
ら

「蹟
具
存
」
ま
で
。
諸
本
同
じ
。
だ
が
、
こ
の
二
十
七

字
、
前
後
に
続
か
な
い
。

『
宝
晋
英
光
集
』
巻
四
、
律
詩

「
甘
露
寺
」
の
序
で
は
、

二
十
七
字
を
削
除
し
て
、

甘
露
寺
壁
有
張
僧
孫
四
菩
薩
、
呉
道
子
行
脚
僧
、
元
符
末

一
旦
為
火
所
焚
、

六
朝
遺
物
掃
地
、
李
衛
公
祠
手
植
檜
亦
焚
蕩
、
寺
故
重
重
金
碧
参
差
、
多
景

楼
面
山
背
海
、
為
天
下
甲
観
、
五
城
十
二
楼
不
過
也
、
今
所
存
惟
衛
公
鎗
塔
、

に
作
罐

癖

離

鋒

う
集

募

文
集
『宝
晋
英
光
集
』
の
鯨

者
、
岳
珂
の
い
た
南
宋
紹
定
年
間
の
頃
に
は
・
二
+
七
字
の
な
い
文
集
が
伝
わ

つ
↓

て
い
た
の
で
あ
る
。

二
十
七
字
は
別
の
米
践
か
ら
竃
入
し
た
と
目
さ
れ
る
。
そ
の

原
巻

「
六
朝
無
名
氏

の
書
巻
」
は
、

「
黄
素
黄
庭
経
」

の
ほ
か
に
は
見
当
た
ら
な

い
。

(
『
書
史
』
4
)
そ
れ
に
張
丑

『清
河
書
画
肪
』
寅
集
、

「
張
僧
蘇
」

の
項

に
、
こ
の
条
全
文
を
引

い
て
、

潤
州
甘
露
寺
、
張
僧
蘇

四
菩
薩
、
…

江
左
更
無

一
晋
筆
蔵
、
経
是
六
朝
所
書
、

と

「
経
は
六
朝
の
書
す
る
と
こ
ろ
」
と
、

「黄
庭
経
」
と
す
る
推
測
を
援
護
す
る

形
に
作

っ
て
い
る
。
こ
の

「
黄
素
黄
庭
経
」
は
、
後
梁
の
貞
明
六
年

(
一
九
二
〇
)

の
陶
穀
二
蹟
を
記
録
す
る
が
、
階
蹟
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
の
が
不
審
で
あ
る
。

因

「晋
王
総
持
」
、

「
総
」
を

『
津
逮
』
は

「掘
」
に
、

『美
叢
』
は

「
惣
」

に
作
る
。
他
の
諸
本
は
み
な

「総
」
に
作
る
。
こ
の
総
持
、
掘
持
の
出
処
は
不
明

で
あ

っ
て
、

『
晴
書
』
本
紀
、
宋
陳
思

『
小
字
録
』

い
ず
れ
も
揚
帝
の
小
字
は
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「阿
廣
」

と
い
う
。

㈲

「
平
江
南
鳩
集
」
、
諸
本
と
同
じ
。

『清
河
書
画
肪
』
寅
集
の
み
、

「晴

平
江
南
、
鳩
集
」
に
作
る
。
開
皇
九
年

(
五
八
九
)
四
月
、
江
南
す
な
わ
ち
陳
を

伐

っ
て
凱
旋
し
た
晋
王
広
、
後

の
蝪
帝
は
、
太
尉
を
拝
命
し
、
文
帝
は
広
陽
門
に

出
御
し
て
三
軍
の
將
士
に
祝
宴
と
賞
与
を
賜

っ
た
。

『晴
書
』

「経
籍
志
」
に
は
、

晴

の
典
籍
収
集
の
先
例
と
し
て
、

東
晋
之
初
、
漸
鳩
集
、

陳
天
嘉
中
、
又
更
鳩
集

の
文
字
が
見
え
、

「
江
南
を
平
ら
げ

た
」
記
念
と
し
て
晴
も
ま
た
秘
書
図
籍
を

「
鳩
集
」
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
箇
所
、
文
字

の
脱
落
が

あ
る
に
相
違
な
い
。

「
平
江
南
、
鳩
集
秘
籍
」

に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

囚

「置
寺
処
」
、
諸
本
と
同
じ
。
開
皇
元
年
高
祖
文
帝
は
詔
し
て

一
切
経
を

写
さ
せ
、
京
師
並
び
に
大
都
邑
の
寺
内

に
置
か
し
め
た
と
い
う
。
蝪
帝
も
魏
以
来

の
古
跡
名
画
を
集
め
て
、
東
都
の
観
文
殿
諸
閣
に
蔵
せ
し
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
、
書
画
が
東
都

に
移
送
さ
れ
る
前

の
集
荷
の
場
所
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い

か
。

「置
寺
処
」
は
、

『
画
史
』
に
も

50

家
山
乃
戴
逡
故
宅
、
其
女
捨
宅
為
寺
、

と
あ
る
よ
う
に
、
私
宅
を
喜
捨
し
て
寺
と
し
た
場
所
の
意

で
あ
ろ
う
。

「蹟
に
具

存
す
」
と
は
、
そ
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
の
意
味

で
あ
ろ
う
。

「置
寺
処
」

の

上
に

「捨
宅
」
二
字
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。

例

そ
の
二

98

印
湘
見
画
即
墓
、
無
不
乱
真
、

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』
の
み
、

「
印
湘
」

を
左
記
に
作
る
。

を

「
印
網

」

に
作

る

。

ま

た
、

こ

の
条

黄
笙
画
不
足
収
、
易
模
、
誰
不
可
模
、
印
細
相
模
、

右
の

「
黄
笙
云
云
」
は
、

18

黄
笙
画
不
足
収
、
易
墓
、
徐
煕
画
不
可
墓
、

ユ
が
原
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
98
条
の

「印
湘
云
云
」
と
は
離
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

『
説
邪
』
に
は
、

印
湘
見
画
即
臨
、
甚
不
相
似
、

に
作

っ
て
印
湘

の
技
術
に
対
す
る
評
価
は
逆
転
し
て
い
る
。

『説
郭
』
の

「
不
」

字
、
衛

で
あ
ろ
う
。

印
湘
に
つ
い
て
は

『
画
史
』
の

一
条
の
ほ
か
に
資
料
が
な
い
。

『
画
継
』
巻
三

に
い
う
、

智
永
は
成
都
四
天
王
院
の
僧
、
…
伝
模
に
長
じ
、
宛
然
真
を
乱
す
、
そ
れ
印

湘

の
匹
亜
か
。

は
、

『
画
史
』
の
受
け
売
り
に
す
ぎ
ず
、

『
画
史
』

の
本
文
批
判
に
は
役
に
立
た

ト

な
い
。

12

黄
笙
の
画
は
収
む
べ
か
ら
ず
、
墓
し
や
す
し
、
徐
煕
は
墓
す
べ
か
ら
ず
。

米
蓄
の
断
定
の
背
景
に
は
、
当
時
の
風
尚
、
黄
笙
よ
り
も
徐
煕
を
高
く
評
価
す
る

風
潮
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
聖
朝
名
画
評
』
の

「花
木
栩
毛
門
」
で
は
神

品
に
列
し
、

「前
に
古
人
な
く
、
後
に
来
者
な
し
、
今
笙
は
画
に
お
い
て
こ
れ
を

得
」

(
『
宣
和
画
譜
』
巻
十
六
)
と
、
杜
甫
の
詩
、
韓
愈
の
文
に
匹
敵
す
る
と
ま

で
、
最
高
の
賛
辞
を
与
え
ら
れ
た
黄
笙
だ
が
、
同
じ

『宣
和
画
譜
』
で
は
徐
煕
の

方
が
微
妙
に
上
位

に
あ
る
。

議
者
あ
る
い
は
黄
笙
、
趙
昌
を
煕
の
後
先

(肩
を
並
べ
る
)
と
い
う
は
、
ほ

と
ん
ど
煕
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。
け
だ
し
笙
の
画
は
神
に
し
て
妙
な
ら
ず
、

昌
の
画
は
妙

に
し
て
神
な
ら
ず
、

二
者
を
兼
ね
て

一
洗
し
、

こ
れ
を
空
し
く

す
る
は
、
そ
れ
煕
と
な
す
か
。

(巻
十
七
)

米
苗
の
評
価
す
る
の
は
、

一
般
に

「高
古
」
と
共
に

「神
彩
」

の
美
学

で
あ
る
。

『
宣
和
画
譜
』

の

「骨
気
風
神
、
古
今
の
絶
筆
と
な
す
」
は
、
米
芳
の
好
ん
だ
画
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の

「
神
彩
」
に
相
当
し
ょ
う
。

「神
彩
」
の
対
極
は

「
俗
」
で
あ
る
。

35

黄
笙
、
惟
蓮
差
勝
、
錐
富
艶
皆
俗
、

36

唐
希
雅
、
黄
笙
之
倫
、
栩
毛
小
筆
人
収
甚
多
、
好
事
家
必
五
七
本
、
不
足

深
論
、

徐
熈
に
対
し
て
は
収
集
に
も
好
意
的

で
あ
る
。

49

凡
収
画
、
必
先
収
唐
希
雅
、
徐
煕
等
雪
図
、

「集
め
る
べ
し
、
集
め
る
べ
き
で
な

い
」
い
ず
れ
に
も
唐
希
雅
が
出
て
く
る
の
は

奇
妙

で
あ
る
。
し
か
し
、

75

易
元
吉
、
徐
煕
後

一
人
而
己
、
…
如
唐
、
徐
後
無
人
継
、

か
ら
み
て
、
肯
定
さ
れ
る
側
に
入
る

の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
宋
初
を
代
表
す
る
花

鳥
画
の
二
大
家
は
、
米
苗
の
中

で
、

『
宣
和
画
譜
』
な
ど
よ
り
は
る
か
に
尖
鋭
的

な
構
造

で
、
優
劣
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

『
山
林
拾
遺
集
』

の
よ
う
に
、

黄
笙
画
の
評
価
と
は
印
湘
の
記
事
は
結

び

つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

徐
熈
の
画
は
墓
す
べ
か
ら
ず
、
印
湘
画
を
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
墓
す
。

と
接
続
さ
せ
て
み
て
も
、
そ
し
て
米
苗
特
有
の
論
理
や
イ
メ
ー
ジ
の
飛
躍
を
も

っ

て
し
て
も
、
上
下
の
語
句
の
連
絡
を
見

つ
け
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

『
山
林
拾
遺

集
』
が

「誰
か
模
す
べ
か
ら
ざ
る
、
印
湘
相
模
す
」

の
自
問
自
答
の
語
に
変
え
て

い
る
の
は
、
両
者
の
接
着
を
強
行
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
反
語

の
表
現

や
自
問
の
屈
折
し
た
思
考
形
式
は
、
米
芳
は
し
た
こ
と
が
な
く
、
類
似
の
形
容
は

見
当
ら
な
い
。

『
山
林
』

の
異
同
に
は
、
し
ば
ら
く
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
る
。

こ
う
し
た
検
討
を
前
提
と
し
て
、
黄
笙
、
徐
煕
の
伝
世
画
を
見
る
と
、
黄
笙

で

は
な
い
が
、
そ
の
子
黄
居
粟

の

「
山
鶴
棘
雀
図
」

(
台
北
故
宮
博
物
院
)
と
、
無

款
の

「
雪
竹
図
」

(
上
海
博
物
館
)
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
山
鶴
棘
雀
図
」

は
上
方
詩
塘
に
徽
宗
皇
帝

の
側
款
が
あ
る
。
(図
2
)
図
は
傷

み
が
激
し
く
、
補
絹
補
筆
が
著
し
い
が
、
朴
直
と
も

い
え
る
図
の
古
様
は
蔽
う
べ

く
も
な
い
。
図
中
遠
く
を
飛
び
か
う
二
羽
の
雀
は
後
世
の
挿
入
で
あ
る
。
黄
氏
体

と
は
こ
の
程
度
と
思

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
雪
竹
図
」
に
は
徐
煕
の
伝
称
が
あ
る
。
図
中
大
石
左

の
竹
幹
に
は
蒙
書

の

「此
竹
価
重
黄
金
百
両
」
を
上
下
さ
か
さ
ま
に
し
た
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ス
ケ
!

ル
が
大
き
く
、
静
か
で
堂
々
と
し
た
画
面
は
、
精
細
緻
密
な
外
ぐ
ま
の
筆
描
で

一

貫
し
て
お
り
、
ま
さ
に
米
苗
の
い
う

「
模
写
の
で
き
な
い
」

「
神
彩
」
あ
る
徐
煕

の
伝
称
に
そ
む
か
な
い
稀
世
の
名
品
で
あ
る
。

(図
3
)

両
者
を
比
較
す
る
の
は
無
理
な
話
だ
が
、
そ
の
洗
練
の
さ
れ
工
合
、
画
家

の
筆

力
の
差
異
、
ど
れ
を
と

っ
て
も
黄
氏
体
は
伝
徐
煕
の
画
に
及
ば
な
い
。

四

字
句
の
錯
簡

い瞳
擁

慧

麟
艘
離
魏
ボ控謹

艶

笠

謹

条
に

一
つ
は
短
い
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
即
事
即
決
で
明

「

敏
果
断
な
、
米
苗
の
観
画
の
発
想
と
態
度
を
お
の
ず
と
物
語

っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の

一
方
で
、

『
画
史
』
が
現
在
の
体
裁
に
編
集
さ
れ
る
際
、
長
文
の

一
部
が
寸

断
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

つ
ま
り
短
い
文
章
は
、
も
と
長

文
の

一
節

で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
配
列
の
不
統

一
で
あ
る
。

『
画
史
』

の
初
め
の
部
分
に
は
、
晋
画
、
六
朝
画
、
唐
画
、
五
代
、
国
朝
の
見

出
し
が

つ
い
て
い
て
、
曲
り
な
り
に
も
画
家
名
を
ま
と
め
た
各
条
が
配
列
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
全
体

の
ほ
ぼ
半
数
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、
再
び
三
国
、
晋
、
六

朝
、
唐
の
画
家
名
が
現
わ
れ
る
。
ト
ラ
ソ
プ
の
カ
ー
ド
を
束
ね
て
切

っ
た
よ
う
に
、

ま
と
ま

っ
た
錯
簡
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
画
家
名
の
下
の
数
字
は
、
各
条
の
番
号

で
あ
る
。顧

榿
之
図

3
2
9
10
50
斯
m
m
脳
捌
鰯
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閻
立
本

13
14
15
40
撚
㎜
悩
塒
鵬

周
肪

41
67
鵬
囲
m

ま
た
終
巻
近
く
に
も
ま
と
ま

っ
た
古
画
の
記
録
が
あ
る
。

然
の
配
列
と
は
思
わ
れ
ぬ
。

19319118918818518318218118D

『
画

史

』

が

成

立

し

た

の
は

、

　む

 あ
る
。

『
画
史
』
序
文
の

内
容
か
ら
み
て
、

は
ど
う
も
考
え
に
く
い
。

束
ね
ら
れ

一
括
さ
れ
た
、

現
状
の
体
裁
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
集
団
の
出
現
は
偶

董
源

董
源

王
維
、
董
源

曹
不
興

顧
榿
之

顧
榿
之

六
朝
仏
画
、
閻
立
本

「謝
霊
運
盤
足
坐
像
」

顧
閏
中

「李
燈
像
」大

観
元
年

(
=

〇
七
)
米
苗
の
死
去
す
る
年
で

「
平
生
観
る
所
を
叙
し
て
、
子
孫
に
示
す
」

の
結
語
の

右
の
大
幅
な
錯
簡
は
、
晩
年
観
画
の
記
録
を
追
加
し
た
も
の
と

書
き
溜
め
て
あ

っ
た
メ
モ
同
然
の
草
稿
が
、
無
造
作
に

そ
の
時
に
ま
と
ま

っ
て
中
間
に
混
入
さ
れ
た
結
果
が
、

例

そ
の

一

鍛

小
八
分
詩
句
、
帯
筆
如
行
草
、
奇
甚
、
今
無
此
体

ユ八
分
と
は
終
筆
を
長
く
ひ
き
、
う
ね
ら
せ
る
隷
書

の

一
体
で

(図
4
)
、

『書

史
』
、

『
宝
章
待
訪
録
』
に
、

(
丁
晋
公
孫
)
、
其
家
又
有
韓
択
木
八
分

一
巻
、

と
あ
る
ほ
か
に
、
米
苗
の
言
及
は
な
い
。
こ
の
十
七
字
だ
け
が
前
後
の
記
事
と
は

関
連
な
く
、
孤
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
と
次

の

一
条
に
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
旧
状
に
復
し
て
掲
げ
る
。

05

銭
藻
、
字
醇
老
、
収
張
躁

一
株
、
下
有
流
水
澗
松
、
上
有
八
分
詩

一
首

1

断
句
云
、
近
渓
幽
脛
処
、
全
籍
墨
煙
濃
、

(小
八
分
詩
句
、
帯
筆
如
行
草
、

奇
甚
、
今
無
此
体
)
、
又
有
躁
答
詩
、
在
大
夫
孫
載
家
、

銭
藻
、
字
は
醇
老
、
張
躁
の
松

一
株
を
収
む
。
下
に
流
水
澗
松
あ
り
、

上
に
八
分
の
詩

一
首

の
断
句
あ
り
、
い
う
、

「近
渓
幽
脛
の
処
、
全
く
墨

姻
の
濃
や
か
な
る
を
籍
る
」
と
。
小
八
分
の
詩
句
、
帯
筆
行
草
の
ご
と
く
、

奇
甚
し
、
今

こ
の
体
な
し
。
ま
た
躁
の
答
詩
、
大
夫
孫
載
の
家
に
あ
り
。

例

そ
の
二

皿

石
揚
休
有
五
、家
唐
画
章
侯
故
事
六
横
嘔

山
水
人
物
車
馬
備
具

後
人
潭

作
張
萱
、
易
李
琶
帖
衆
物
之

一
也
、
井
徐
煕
牡
丹
海
業
両
幅
也
。

11

石
揚
休
に
吾
が
家
の
唐
画
、
章
侯
の
故
事
、
六
横
幅
あ
り
。
山
水
、
人
物
、

「

車
馬
備
具
せ
り
。
後
人
題
し
て
張
萱
と
な
す
、
李
琶
の
帖
と
易
え
し
衆
物

の

一
な
り
。
井
ぴ
に
徐
煕
の
牡
丹
、
海
業
両
幅
な
り
。

0

「
井
徐
煕
牡
丹
海
業
両
幅
也
」
、
諸
本
同
じ
。

こ
の
十
字
、
文
章
の
続
き
方
が
不
自
然
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
文
意
か
ら
も
お
か

し
い
。
米
苗
が
李
琶
の
帖
と
交
換
し
た
品
目
に
は
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。

「李
琶
三
帖
」
…
第

一
は
醇
紹
彰
に
帰
す
、
第
二
は
高
公
絵
に
帰
す
、
第
三

は
余
、
六
朝
画
古
賢
、
韓

(幹
)
馬
、
銀
博
山
、
金
華
洞
天
石
、
古
鼎
、
ま

た
忘
記
の
数
種

の
物
を
も

っ
て
、

(呂
公
濡
)
そ
の
孫
、
端
間
よ
り
易
得
す
。

(
『書
史
』
65
条
)

右
の

「忘
記
数
種
物
」

の
中
に
、
m
条
に
あ
る
よ
う
に
徐
煕
の
両
幅
が
あ

っ
た
と

考
え
に
く
い
の
は
、
米
苗
は
徐
煕
を
む
し
ろ
評
価
し
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
韓
幹
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の
馬
図
、
銀
の
博
山
炉
、
石
や
銅
器
な
ど
よ
り
も
下
取
り
と
し
て
は
、
上
位
に
あ

る
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も

と
も
と
花
草
の
画
は
、
士
女
栩
毛
に
準
ず
る

低
次

の
画
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
な

い
。
米
苗
の
趣
味
は

『
宣
和
画
譜
』
各
部
門

の
配
列
順
序
と
、
微
妙
に
食

い
違

っ
て
い
る
が
、
花
鳥
画
が
下
位
に
あ
る
点

で
共

通
し
て
い
る
。

68

肇
閲
仏
像
故
事
図
、
有
以
勧
戒
為
上
、
其
次
山
水
、
…
其
次
竹
木
水
石
、

1
其
次
花
草
、
至
於
士
女
栩
毛
、
貴
游
戯
閲
、
不
入
清
玩
、

『
宣
和
画
譜
』
各
門
、
道
釈
、
人
物
、
竜
魚
、
山
水
、
畜
獣
、
花
鳥
、
墨
竹
、

疏
果
、

け
れ
ど
も
、
米
苗
は
徐
煕
に
対
し
て
は
特
別
に
好
意
的
で
あ
る
。
黄
笙
、
趙
昌
に

は
嫌
悪
の
念
を
あ
ら
わ
に
し
た
が
、

『
画
史
』
に
現
わ
れ
る
徐
煕
画

二
十

二
件
-

最
多
の
数
の

一
つ
で
あ
る
ー
に
は
、
否
定
的
な
批
判
の
文
辞
は

一
つ
も
な
い
。
次

は
そ
の

一
例
で
、

「徐
煕

の
鳥
は

つ
ま
ら
な
い
が
、
花
は
別
だ
」
と
い
う
口
吻

で

あ
る
。

45

徐
煕
大
小
折
枝
、
吾
家
亦
有
、
士
人
家
往
往
見
之
、
栩
毛
之
倫
非
雅
玩
、

故
不
録
、
桃

一
大
枝
、
謂
之
満
堂
春
色
、
在
余
家
、

徐
煕
の
大
小
折
枝
は
、
吾
が
家
も
亦
あ
り
。
士
人
の
家
に
往
々
こ
れ
を
見

る
。
翔
毛
の
倫
は
雅
玩
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
録
さ
ず
。
桃

一
大
枝
、

こ
れ

を

「満
堂
春
色
」
と
い
う
、
余

の
家
に
あ
り
。

右

の

「
井
徐
煕
…
両
幅
也
」
は
、
も

と
次
の
末
尾
に
あ

っ
た
も
の
が
錯
簡
と
な

っ

た
も
の
だ
ろ
う
。

56

高
公
絵
、
字
君
素
、
又
有
張
躁
澗
底
松
、
山
上
苗
山
水

一
軸
、
唐
韓
幹
図

1

干
聞
所
進
黄
馬

一
軸
…

(中
略

)
、
又
有
唐
蜀
中
画
雪
山
、
世
以
為
王
維

也
、
剣
門
関
図
、
雪
景
、
五
代
筆
也
、
又
有
唐
画
山
水
双
短
幅
、
徐
煕
海

業
双
幅
二
軸
、
江
南
装
堂
画
、
富
艶
有
生
意
、
趙
叔
益
亦
有

一
軸

右
の

一
条
は
節
度
使
高
公
絵
家
収
集
品

の
観
画
記
で
、
末
尾
の
徐
煕
海
業
画
の
連

想
か
ら
、
永
興
軍
節
度
使
趙
廷
美
四
世

の
孫
、
趙
叔
益
家
の
徐
煕
に
話
が
飛
ん
だ

　

も
の
で
あ
る
。
趙
叔
益
家
本
に
つ
い
て
説
明
が
な
い
が
、
こ
れ
は
11
条
の
末
尾
に

ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
井
ぴ
に
徐
煕
牡
丹
海
業
云
云
」
は
、

「趙
叔
益

の

一
軸
も
、
高
公
絵
同
様
、
や
は
り
徐
煕
の
牡
丹
、
海
業
」
と
続
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　15
条
、

「高
公
絵
」
が

「
又
有
張
躁
澗
底
松
」
で
始
ま
る
の
は
お
か
し
い
。
こ

の

一
節
は
同
じ
条
中
、

「
又
有
唐
蜀
中
画
雪
山
」
の
上
、

「韓
幹
馬
」

(
『
宝
晋

英
光
集
』
巻

一
「
天
馬
賦
」

で
も

「
張
躁
云
云
」
は
除
い
て
あ
る
)
の
下
に
入
る

べ
き
だ
ろ
う
。
全
体
の
構
成
は
こ
う
な
る
。

高
公
絵
、
字
君
素
、
唐
韓
幹
図
子
閲
所
進
黄
馬

一
軸
、
…
又
有
張
瑛
澗
底
松
、

山
上
苗
山
水

一
軸
、
…
又
有
唐
蜀
中
画
雪
山
、
…
又
有
唐
画
山
水
双
短
幅
、

徐
煕
海
巣
双
幅
二
軸
、
…

趙
叔
益
亦
有

一
軸
、
井
徐
煕
牡
丹
海
巣
両
幅
也
、

右
の

「
山
上
苗
山
水
軸
」

に
つ
い
て
は
、

『
津
逮
』
、

『
趙
』
、

『
王
氏
』
、

『
百
川
』
、

『
唐
宋
』
、

『
重
較
』

の
諸
本
は
同
じ
に
作
る
が
、

『
山
林
』
、

一

『
宝
晋
英
光
集
』
巻

一
に
は

「
上
描
山
水
軸
」
に
作

っ
て
い
る
。

「
描
」
字
、
米

17

苗
が
使
用
し
た
例
は
な
い
の
で
、
非
で
あ
ろ
う
。

「
上
苗
」
、
字
形
の
近
さ
か
ら

↓

み
て

「
三
幅
」
か
と
疑

っ
た
が
、
成
案
は
な
い
。

『
画
史
』
に
は
所
蔵
者

の
異
な

る
張
躁

「澗
底
松
」
が
三
点
、

「
松
石
図
」
が

一
点
引
か
れ
て
い
る
が
、
張
躁
の

山
水
画
三
点
が
同
時
に
存
在
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

五

「
軸

」

と

「
幅

」

米
芳
は
表
具
や
古
書
画
の
修
復
に
つ
い
て
、
知
識
も
技
術
も
当
時
と
し
て
は
抜

群
に
秀
で
て
い
た
。
現
代
中
国
の
表
具
の
研
究
者
が
、
参
考
に
す
べ
き
文
献
の
第

一
と
し
て
、

『
画
史
』
を
唐
張
彦
遠
の

『
歴
代
名
画
記
』
と
並
べ
て
挙
げ
て
い
る

ハ
ロ
　

の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
修
理
や
表
具
の
実
際
に
つ
い
て
の
論
述
は
、
材
料
、

技
法
の
用
語
も
含
め
て
難
解
で
あ
る
。
そ
の
難
解
な
内
容
の
文
章
と
は
別
に
、
ぜ
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ひ
解
釈
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
、
軸
と
幅
の
意
味
で
あ
る
。
表
具
の
分
類
に

は
ほ
か
に
偵
が
あ
る
が
、
軸
と
幅
ほ
ど
の
混
乱
は
な
い
。
慎
は
幅
と
同
義
語
と
み

て
よ
い
。
こ
れ
を
弁
別
し
な
け
れ
ば

『
画
史
』
を
正
確
に
読
む
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

例

そ
の

劇

%

沈
括
収
畢
宏
画
両
幅

一
軸
、
上
以
大
青
和
墨
、
大
筆
直
抹
、
不
級
、
作
柱

1

天
高
半
峰
満
八
分
、

一
幅
至
向
下
作
斜
墾
、
開
曲
欄
、
…

一
幅
作

一
圓
平

生
半
腰
雲
遮
、
…

沈
括
、
畢
宏
の
画
両
幅

一
軸
を
収
む
。
上
は
大
青
を
も

っ
て
墨
に
和
し
、

大
筆
直
抹
、
薮
せ
ず
、
柱
天
の
高
半
峰
、
八
分
を
満
た
す
を
作
る
。

一
幅

は
下
に
向
か

っ
て
斜
墾
を
作
り
、
曲
欄
を
開
く
…
、

一
幅
は

一
つ
の
円
平

(山
)
の
半
腰
雲

の
遮
ぎ
る
を
作
る
。
…

0

『
王
氏
』
、

『説
郭
』
、
こ
の
条
全
文
を
欠
く
。

『
注
珊
』
巻

二
十
三
、

「
不
級
云
云
」
以
下
な
し
。

ω

一
幅
至
向

『
山
林
』
、

コ

幅
向
」

に
作
る
。

⇔

一
円
平
生

『
美
叢
』
同
じ
、

『
山
林
』
、

『
円
平
生
』
に
作
る
。
そ
の
他
の
諸
本
、

「
一
円

平
山
」
に
作
る
。

「
円
平
山
」
の
方
が
読
み
や
す
い
。
こ
れ
に
従
う
。

四

両
幅

一
軸

諸
本
同
じ
。

『書
画
伝
習
録
』
巻
四
、

「
米
元
章
画
史
日
、
沈
侍
郎
存
中
家
収
畢

宏
画

一
幅
」
に
作
る
。
す
な
わ
ち
王
絞

に
は

「
両
幅

一
軸
」
は
理
解

で
き
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
に

「
一
幅
は
…
」
、

「
一
幅
は
…
」
と
分
か
ち
書
き
を

し
て
い
る
以
上
、
誤
植
で
は
あ
り
得
な

い
。
明
確
な
概
念
の
も
と
に
両
幅
を

一
軸

と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
例
を
引
く
。

例

そ
の
二

69

李
文
定
孫
奉
世
子
、
孝
端
、
字
師
端
、
収
醇
稜
二
鶴
、
唐
李
昇
着
色
画
、

1

二
軸
三
幅
。
山
水
舟
肪
、
小
人
物
精
細
。
両
幅
画
林
石
岸
茅
亭
渓
水
、
数

道
士
閑
適
、
人
物
差
大
、
反
不
工
干
小
者
、
石
岸
天
成
、
都
無
筆
縦
。
其

三
幅
峰
亦
山秀
抜
、
山
頂
蒙
茸
、
作
遠
林
巖
亦
山洞
穴
、
松
林
層
際
、
木
身
円

挺
、
都
無
筆
縦
、

李
文
定
の
孫
、
奉
世
の
子
、
孝
端
字
は
師
端
、
醇
稜

「
二
鶴
」
と
唐
李

昇
着
色
画
、

二
軸
三
幅
を
収
む
。
山
水
、
舟
肪
と
小
人
物
は
精
細
。
両
幅

は
林
石
岸
、
茅
亭
、
渓
水
、
数
道
士
閑
適
を
置
く
。
人
物
や
や
大
、
か
え
っ

て
小
な
る
者
よ
り
工
み
な
ら
ず
、
石
岸
は
天
成
、
す
べ
て
筆
縦
な
し
。
そ

の
三
幅
は
、
峰
蛮
秀
抜
、
山
頂
蒙
茸
、
作
遠
林
巖
奮
洞
穴
を
作
る
。
松
林

層
際
、
木
身
円
挺
、
す
べ
て
筆
縦
な
し
。

↑

『
王
氏
』
、

「反
不
工
」
を

「友
不
工
」
に
誤
ま
る
。

『
山
林
』
、

「秀
抜
」
を

11

「秀
枝
」
に
誤
ま
る
。

『
同
』
、

「山
頂
」
を

「峰
頂
」
に
、

「巖
亦
巴

を

「巖

【

　
」
に
作
る
。
と
も
に
諸
本
を
可
と
す
る
。

『
注
氏
珊
瑚
網

画
拠
』
巻

二
十
三
、

「李
文
定
孫
」
か
ら

「
二
軸
三
幅
」
ま

で
、

「李
師
端
収
醇
稜

二
鶴
李
昇
着
色
画

其

一
幅
」
に
作
る
。

「其
三
幅
」
同
じ
。

「遠
林
巖
亦
山洞
穴
松
林
層
際
木
身
円
挺
」

を
、

「遠
林
層
際
」

四
字
に
作
る
。

〇

二
軸
三
幅

『在
氏
珊
瑚
網

画
拠
』
に
こ
の
四
字
を
削

っ
て
あ
る
の
は
、
撰
者
が
理
解
で
き

な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

「
三
幅
」

の
構
図
に
つ
い
て
、
初
め

「
両
幅
」

の
、
次

に

「第
三
幅
」
の
構
図
を
説
く
。
悩
条
の

「
両
幅

一
軸
」
と
同
様
な
事
態

で
あ
る
。

軸
と
幅
と
を
米
苗
は
は
っ
き
り
と
使

い
分
け
て
い
て
、
彼
に
と

っ
て
は
混
乱
は
少

し
も
な
か

っ
た
ら
し
い
。
次

の
集
中
的
な
用
例
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

認

畢
仲
欽
家
、
有
荊
浩
山
水

一
軸
、
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右
の
六
条
は
諸
本
と
も
異
同
は
な
い
が
、

て
相
違
が
あ
る
。

畢
仲
游
家
、
有
六
軸
関
同
画
、

王
欽
臣
長
子
、
有
六
幅
関
同
、
…
董
源
四
幅
、

刀
約
家
、
有
董
源
霧
景
四
軸
、

林
虞
家
、
有
王
維
六
軸
、
雪
図
、
董
源
八
軸
、

余
家
収
紙
本
曹
不
興
画
、
如
意
輪

一
軸
、

　
孟
頬
の
手
紗
本
の
み
、

㈱

畢
仲
游
…

捌

刀
約
家
…

慨

林
虞
家
…

ユ

こ
と
に
8
で
は
、

ユ

け
て

「幅
」

六
軸
関
同
画
、

霧
景
四
幅
、

王
維
六
幅
、
雪
図
、

「
四
軸
」
と
書
い
た
後
、

三
条

に
つ
い

軸
字
に
圏
点
を
打

っ
て
抹
消
し
、
続

と
書
き
直
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
軸
、
幅
に
つ
い
て
何
か
特
別
な
定

義
を
も

っ
て
い
た
の
か
と
考
え
ら
れ

る
が
、
他
の
条
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
異

同
は
な
い
。
こ
の
部
分
は
趙
孟
頬
書
写
本

の
み
の
も

つ
最
大
の
異
同
な
の
だ
が
、

や
は
り
単
純
な
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
こ
の
錯
誤
の
も

つ
意
味
は
、
軸
と
幅
と
が
当
初

の
区
別
を
失

っ
て
、
同

一
視
さ
れ
た
時
期
に
、
伝
趙
孟
頬
本
が
書
写
さ
れ
た
こ
と
、

米
苗
当
時
の
原
形
を
残
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
だ
と
い
う
点
に

あ
る
。

混
同
は

『
画
史
』
の
他
の
処
で
も
起
こ

っ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
後
述
す
る
56

条
の

「
松
石
片
幅
」
は
、
28
条
の

「
四
軸
松
石
」
と
同

一
の
李
成
画
な
の
に
、
幅

と
軸
は
併
用
さ
れ
て
い
る
。
後
代
の
誤
託

で
あ
る
。

軸
幅
併
用
は

『書
史
』
に
も
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
数
量
は
少
な
く
、

『画
史
』

の
よ
う
な
複
雑
な
数
字
を
伴
わ
な
い
。

醇
紹
彰
有
懐
素

一
軸
、
絹
書
。
…
又
王
仲
至
処
、
楮
書
麻
紙

一
幅
、
楊
凝
式

小
字
、
黄
麻
紙

一
幅
、
余
皆
見
之
。

(
『書
史
』
39
条
)

懐
素
絹
帖

一
軸
、
雑
論
故
事
、
…
懐
素
書
任
華
歌
真
跡
両
幅
、
絹
書
、

(
『同
』
36
条
)

こ
の
傾
向
は
米
帯
の
み
に
限
ら
な
い
。
格
段
に
そ
の
数
は
少
い
が
、
同

一
画
学

書
、

つ
ま
り
同
じ
著
者
に
よ
る
併
用
の
例
が
あ
る
。

蘇
公
易
簡
、
得
黄
笙
之
遣
　
両
幅
、

(宋
劉
道
醇

『
聖
朝
名
画
評
』
花

竹
翔
毛
門
)

今
致
政
田
宮
傅
第
、
有
漏
進
成
画
二
軸
、

(
『同
』
畜
獣
門
)

繰
返
し
て
い
う
よ
う
に
、
米
芳
は
表
具
に
対
す
る
知
識
も
関
心
も
人

一
倍
高
か
っ

た
。
作
品
の
状
態

に
つ
い
て
の
細
心
な
観
察
が
、

『
画
史
』
の
表
記
を
生
み
、
後

に
説
く
よ
う
な
、
思
い
も
か
け
ぬ
表
具
の
資
料
を
記
録
す
る
結
果
と
な

っ
た
の
で

あ
る
。

軸
と
幅
と
を
区
別
す
る
米
苗
の
認
識
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
軸
は
冊
、
巻
と

並
ん
で
中
国
書
画
の
表
具
に
お
け
る
三
大
分
類
単
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
朝
内
府

の
書
画
目
録
、

『
石
渠
宝
笈
』
の
分
類
と
配
列
順
、
さ
ら
に
現
代
の
認
識
と
も
変

ら
な
い
。

こ
の
場
合
、
軸
と
呼
ぶ
に
は
表
具
の
下
部
に
と
り

つ
け
た
軸
頭
、
軸
先

}

の
あ
る
こ
と
が
必
要
な
条
件
で
あ
る
。
巻
装
の
場
合
、
日
本
と
は
違

っ
て
、
軸
先

15

が
本
紙
か
ら
突
き
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
な
い
。

一
方
、
幅
は
本
紙

↓

の
裏
打
ち
を
し
て
あ

っ
て
も
、
軸
先
を
と
り

つ
け
て
い
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
本

紙
と
上
下
の
総
縁

(そ
う
べ
り
)
、
中
回
し
の
裂
地
を

つ
け
た
程
度
の
も
の
を
さ

す
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
四
年
五
月
に
出
土
し
た
遼
寧
省
法
庫
県
葉
茂
台
の
遼
墓
の
絵
画
二
点
は
、

我
々
の
知
り
得
る
最
古
の
表
具
で
あ
る
。
楊
仁
榿
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
山
水
は

九
四
〇
1
九
六
八
年
、
草
虫
兎
は
九
七
九
年
前
後
と
い
う
。
筆
者
の
体
験
で
は
絵

画
の
鑑
賞
云
々
よ
り
も
、
蒼
然
と
古
朴
の
面
影
を
と
ど
め
た
そ
の
表
装
に
ま
ず
感

動
し
た
の
だ

っ
た
。
天
頭
、
地
頭
と
よ
ば
れ
る
上
下
の
無
地
の
裂
地
の
み
で

一
文

字
も
風
帯
も
な
い
。
装
飾
性
の
意
図
な
ど
皆
無
な
質
朴
な
ー
そ
れ
で
い
て
何
と
も

い
え
ぬ
美
し
さ
の
あ
る
表
装
で
あ
る
。

(図
5
)

楊
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
上
部

の
棒
、
天
秤

(日
本
で
は
表
木
と
い
う
)
に
は
繊
維
の
筋
目
も
鮮
や
か
な

(と
い

う
の
は
磨
き
だ
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
)
、
竹
を
使
い
、
地
秤

(下
軸
と
い
う
)
に
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は
、
表
具
の
絹
に
巻
き
こ
ん
で
あ
る
円

い
木
の
軸
が
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
す
で
に

「朽
燗
」
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
北
京
で
修
理
し
た
際
の
白
木
の
軸
首
に
代

え
て
あ
る
。

「
こ
の
形
が
旧
状
」
と
中
国
側
で
判
断
し
た
末
の
デ
ザ
イ
ソ
な
の
だ

ハお
　

ろ
う
。

し
か
し
、
木
よ
り
も
脆
い
は
ず
の
絹
素
が

一
部
の
損
傷
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の

に
、
木
の
方
だ
け
が
朽
ち
て
な
く
な
る
と
い
う
の
は
理
窟
に
あ
わ
な
い
。
現
状
の

よ
う
な
軸
先
は
最
初
か
ら
な
か

っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

が
軸
で
は
な
く
、
幅
の
原
装
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
か
く
軸
先
、
軸
首
と
い
う

一
種

の
重
し
の
な
い
画
の
幅
は
、
多
く
書
簡
か

ら
成
る

「帖
」
に
似

て
い
る
。
次
の
資
料
は
帖
か
ら
幅

へ
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
よ
う
。

伯
高

(張
旭
)
五
帖
、
…
遂
語
断

処
、
即
勢
作

一
軸
、

(
『
書
史
』
43
)

余
居
蘇
、
与
葛
藻
近
居
、
毎
見
余
学
臨
帖
、
即
収
去
、
遂
装
瀦
作
二
十
余
帖
、

倣
名
画
記
所
載
印
記
、
作

一
軸
装
背
、

(
『
同
』
76
)

次
は
幅
か
ら
軸

へ
の
移
行
の
例

で
あ
る
。

智
永
千
文
、
唐
粉
蝋
紙
揚
書
、
内

一
幅
麻
紙
、
是
真
跡

…
揚
為
数
十
軸
、

(
『同
』
18
)

『
画
史
』
の
次
の
二
条
も
も
と
幅
と
呼

ん
で
い
た
も
の
を
改
装
し
た
例
で
あ
る
。

68

沈
括
存
中
収
周
防
五
星
、
…
以
其
浄
処
破
砕
、
遂
随
筆
勢
却
四
辺
、
帖
於

碧
絹
上
成
横
軸
、

20

王
晋
卿
昔
易
六
幅
黄
笙
風
牡
丹
図
、
…
其
後
漸
中
所
在
屏
風
、
皆
是
此
牡

1

丹
図
、
更
無
弁
、
蓋
帖
屏
風
易
破
故
也
、

幅
が
軸
や
屏
風
の
形
式
に
固
定
さ
れ
る
以
前
の
単
位
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
例

で
推
量
さ
れ
る
。

唐
司
議
郎
陸
東
之
書
頭
陀
寺
碑
、
前
少
両
幅
、

(
『
書
史
』

98
)

こ
こ
で
冒
頭
の

「
両
幅

一
軸
」
、

「
二
軸
三
幅
」
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。

コ

軸

二
幅
」
と
は
、

一
つ
の
軸
装
内

に
二
枚
の
画
が
貼
り
ま
ぜ
に
な

っ
て
い
る

も
の
に
相
違
な
い
。

匝
こ
れ
が

「
両
幅

一
軸
」
な
の
で
あ
る
。

「
二
軸
三
幅
」
は
、
こ
の

「
一
軸

二
幅
」
に
通
常

の

一
軸
と
を
合
わ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。

『
書

史
』
に
み
え
る

唐
人
薄
紙
墓
五
帖

一
軸

(
『
書
史
』
9
)

魯
公

(顔
真
卿
)

一
軸
五
帖

(
『
同
』
31
)

も
同
様
の
貼
り
ま
ぜ
に
な

っ
た
軸
形
式
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「両
幅

一
軸
」

の
作
品
は
原
物
は
も
ち
ろ
ん
、
他
に
文
献
資
料
も
な
い
。
文
献
資
料
の
な
い
の
は
、

当
時
の
識
者
が
米
苗
ほ
ど
に
表
具
を
克
明
に
記
録
す
る
こ
と
が
な
く
て
、
画
は
画

と
し
て
し
か
見
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
宋
周
密

(
一
二
三
ニ
ー

九
八
)

の

『思
陵
書
画
記
』

「装
槻
書
画
定
式
」

(
『
斉
東
野
語
』
巻
六
、

「紹
興
御
府
書

画
式
」
も
同
じ
)
に
各
種
幅
の
法
量
を
列
記
し
て
い
る
が
、

「
両
幅

一
軸
」

の
形

式
に
つ
い
て
は

;

口も
ふ
れ

て
い
な
い
。
と
い
う
.」
と
は
、
周
密
の
頃
に
は

一
軸

↑

に
二
枚
の
画
を
貼
る
こ
と
は
、
も
は
や
な
く
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
両

11

幅

一
軸
」
は
幅
の
大
き
さ
に
も
よ
ろ
う
が
、
二
幅
を
合
装
し
た
後
の
不
便
と
扱
い

の
支
障
が
生
じ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
二
幅
を

一
軸

へ
、
そ
の
可
能
性
を

示
唆
す
る
具
体
的
な
資
料
を
あ
げ
る
。
解
放
後
の
中
国
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
墓

壁
画
の
中
に
、

「
六
屏
式
」
と
呼
ば
れ
る
遺
品
が
あ
る
。

一

陳
西
省
長
安
県
南
里
王
村
、
中
唐
墓
西
壁

仕
女
図

(
一
六
五
×
三
七
〇

㎝
)

(図
6
)

二

新
彊
省
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ソ
市
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群

二

一
六

号

墓
室
後
壁

鑑
戒
画

(
一
四
五
×
四
〇
〇

㎝
)

三

同
右

二

一
七
号
墓

後
壁

花
鳥
画

(
一
五
〇
×
三
七
五

㎝
)

(図
7
)

い
ず
れ
も
褐
色
の
顔
料
を
塗
り
こ
め
た
、
太
い
枠
線
で
仕
切
ら
れ
た
六
枚
の
画
面

の
連
続
か
ら
成
る
。
こ
の
枠
線
は
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
と
伝
え
る

「樹
下
人
物
図
」

(東
京
国
立
博
物
館

・
M
O
A
美
術
館

・
各

一
四
九

×
五
六

・
二
m
)
と
同

一
の
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デ
ザ
イ

ソ
で
あ
り
、
中
国

「
六
屏
式
」

画
の
二
、
三
と
、
寸
法
も
ほ
ぼ
同

一
で
あ

る
。
ち
な
み
に
正
倉
院

「
鳥
毛
立
女
」

六
扇
の
寸
法
は
、
不
揃

い
の
た
め
多
少
の

異
同
は
あ
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
最
優

と
い
わ
れ
る
第
三
扇
は

一
三
六
×
五
六
㎝

で
、
ア
ス
タ
ー
ナ
の
諸
画
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
南
宋
著
録
の
い
う

一
幅

の
寸
法
は

こ
れ
に
相
当
し
て
は
い
な
い
か
。

こ
の

「
六
屏
式
」

の
各
画
面
が
、

『
画
史
』
に
い
う

「幅
」
な
の
で
あ
る
。

こ

れ
を

「
軸
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
こ
の
幅
を
二
点
並
べ
て
合
装
す

る
こ
と
は
、
壁
面

の
広

い
中
国
の
家
屋
な
ら
、
充
分
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。

『
画
史
』
の
中
に
は
寺
観
の
壁
画
を
は
ず
し
て
軸
装
に
し
た
記
事
は
い
く
つ
も
あ

る
。
壁
画
の
旧
状
を
復
元
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
も
あ

っ
て
、
二
幅
を

一
軸
に
仕

立
て
る
こ
と
は
あ
り
え
た
と
思
わ
れ

る
。

コ

軸
両
幅
」
、

「
二
軸
三
幅
」
は
、
そ
の
存
在
が
偶
然
書
き
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
他
の
賞
鑑
家
が
無
関
心

に
、
不
注
意
に
眺
め
て
い
た
も
の
を
、
米
苗

は
刻
明
に
記
録
し
た
。
だ
が
、
そ
の
不
便
、
不
自
然
さ
か
ら
合
装
は
間
な
し
に
姿

を
消
し
、
現
代
見
る
よ
う
な

一
幅

一
軸

の
形
式
の
み
が
伝
え
ら
れ
た
。
合
装
の
期

間
は
、
絵
画
鑑
賞
が
市
中
に
広
が
る
初
期
の
段
階
の
短
か
い
も
の
で
は
な
か

っ
た

　け
　

か
。

他

に
記

録

の

な

い

の
は
、

そ

の
た

め

だ

ろ

う
。

例

そ
の
三

捌

王
敏
甫
収
李
重
光
四
時
紙
上
横
巻
花

一
軸
、
毎
時
則
自
写
論
物
更
謝
之
意
、

文

一
篇
画

一
幅
、
字
亦
少
時
作
、
花
清
麗
可
愛
、

王
敏
甫
、
李
重
光
の

「
四
詩
紙
上
横
巻
花

一
軸
」
を
収
む
。
毎
時
す
な
わ

ち
自
か
ら
物
の
更
謝
を
論
ず
る
意
を
写
す
、
文

一
篇
に
画

一
幅
、
字
も
亦

少
時
の
作
、
花
は
清
麗
愛
す

べ
し
。

0

王
敏
甫
収
李
重
光

諸
本
同
じ
。
王
敏
甫
は
元
豊
五
年

(
一
〇
八
二
)
、
館
閣
校
勘
同
知
秘
院
に
除
せ

ら
れ
た
王
仲
修
の
字
。

『津
逮
』
、

『
美
叢
』
が
、

25

王
仲
修
、
字
敏
夫
家
黒
牛
、

と

「
敏
甫
」
を

「
敏
夫
」
に
作
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

李
重
光
は
南
唐
後
主
李
燈

(
一
九
三
七
-
七
八
)
の
字
。
亡
国
の
君
主
だ
が
、

宋
徽
宗
を
し
の
ぐ
風
流
天
子
で
、

『
画
史
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
の
収
集

は
彼
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。

ω

文

一
篇
画

一
幅

諸
本
同
じ
。

「
一
幅
」

『
山
林
』
の
み
、

「
八
幅
」
に
誤
ま
る
。

日

四
時
紙
上
横
巻
花

一
軸

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。
季
節
の
推
移
に
応
じ
た
物
象
の
栄
茂
凋
落
を
論
じ

た
文
章
と
、
そ
の
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
画
を
並
べ
た
図
巻
の
意
、
当
然
四
図
の
あ

っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

一

五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
自
然
の
景
観
や
動
植
物
の
時
間
的
変
貌
の
観
察
と
表

m

現
が
追
究
さ
れ
た
。
春
夏
秋
冬
、
朝
昼
夕
夜
の

「
四
時
」
を
冠
し
た
画
題
が
急
増

一

す
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

『
歴
代
名
画
記
』

「
叙
画
之
源
流
」
に
始
ま
り
、

宋
韓
拙

『
山
水
純
全
集
』
な
ど
が
序
文
に
引
く
、

「
四
時
並
運
」

の
よ
う
な
抽
象

的
な
歳
月
の
概
念
に
用
い
る
ほ
か
は
、
画
題
と
し
て
は
四
季
の
意
で
、
下
に
名
詞

を
伴
う
の
を
原
則
と
す
る
。
た
と
え
ば
四
時
花
鳥
、
四
時
花
雀
、
四
時
花
竹
、
四

時
花
木
、
ー

毛
彩
、
1

毛
羽
、
1

栩
毛
、
1

山
水
、
1

山
景
、
1

景
物
、
i

風
物
な
ど
。
こ
れ
か
ら
見
て
も

「
四
時
紙
上
花
」
は
、

「
四
時
花
紙

上
」
の
倒
錯
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
紙
上
」
そ
の
ま
ま
の
例
は
な
い
の
だ
が
、
類
似
の
用
法
は
あ
る
。

「
紙
」
の

上
、

一
字
脱
落
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

磁

以
壁
画
筆
、
上
絹
素

94

酒
酎
日
、

「君
貼
此
紙
」
、
筆
上
観
音
紙
也
、
即
起
作
両
枝
竹
、

一
枯
樹
、

一
怪
石
、
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右
の
条
を

『
画
継
』

の
著
者
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
ら
し
い
。
次
の
よ
う
に
書
き

か
え
て
い
る
。
忠
実
に

『
画
史
』
を
引
用
す
る
こ
と
の
多
い

『
画
継
』
に
し
て
は
、

珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

酒
酎
貼
観
音
紙
壁
画
上
、
起
作
両
行
枯
樹
怪
石
、

脱
落
が
あ
る
と
予
想
さ
せ
る
の
は
、
次

の
例
に
よ
る
。

唐
僧
高
閑
草
書
千
文
、
楮
紙
上
真
　
、

(
『
書
史
』
51
)

画
在
白
宋
紙
上
、
闊
二
尺
許
、
高

不
盈
尺
、

(明
郁
逢
慶

『
書
画
題
蹟
記
』

巻
四
、

「右
軍
書
扇
図
巻
」
)

四

横
巻

一
軸

横
巻
を

一
軸
と
呼
ん
だ
例
は

『
画
史
』

に
な
い
。
し
か
し
、
次
の

『
書
史
』
の
条

は
、
横
巻
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
を
彼
は

「
一
軸
」
と
呼
ん
で
い
る
。

余
収
子
敬
萢
新
婦
唐
墓
帖
、
後
有
情
仲
蹟
、
余
題
詩
日
、
…
又
和
云
、
…
又

和
云
、
…
黄
庭
堅
和
題
干
後
云
、
…
蒋
之
奇

一
韻
和
三
首
、
呂
升
卿
和
二
首
、

林
希
和
三
首
、
劉
浬
和
両
首
、
余
章
和

一
首
、
余
後

二
首
、
又
再
和
者
、
共

成

一
軸

(
『
書
史
』
73
)

か
く
て
、
こ
の
条
は
、

四
時
花
、
紙
上
横
巻

一
軸

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六

誤

字

28

例

そ
の

■

山
水
李
成
只
見
二
本
、

一
松
石
、

一
山
水
、
四
軸
松
石
皆
出
盛
文
粛
家
、

今
在
余
斎
、
山
水
在
蘇
州
宝
月
大
師
処
、
秀
甚
不
凡
、
松
動
挺
、
枝
葉
欝

然
有
陰
、
荊
楚
小
木
無
冗
筆
、

不
作
竜
地
鬼
神
之
状
、

(
山
水
)
李
成
は
た
だ

二
本
を
見
る
。

一
は
松
石
、

一
は
山
水
。

四
軸
の

松
石
は
皆
盛
文
粛
家
に
出
ず
、
今
余
の
斎
に
あ
り
。
山
水
は
蘇
州
の
宝
月

大
師

の
処
に
あ
り
、
秀
甚
し
、
凡
な
ら
ず
。
松
は
動
挺
、
枝
葉
欝
然
と
し

て
陰
あ
り
、
荊
楚
の
小
木
は
冗
筆
な
く
、
竜
地
鬼
神
の
状
を
作
ら
ず
。

e
山
水
李
成
只
見
二
本
、

(
一
松
石
、

一
山
水
)

『趙
』

の
み

「
山
水
李
成
即
見

二
本
」
に
作
る
。

『
説
邪
』
の
み

「李
成
只
見
二

本
」
に
作
り
、

「
山
水
」
二
字
な
し
。
す
ぐ
下
に
、

コ

山
水
」
と
あ
る
こ
と
と

63

李
成
真
見
両
本

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
説
邪
』
に
従

い
、

「
李
成
只
見
二
本
」
を
可
と
す
る
。
右

の
28
条
に
は

『
説
邪
』
の
み
、
他
本
に
な
い
異
同
が
あ
る
。

ω

四
軸
松
石
、
皆
出
盛
文
粛
家

諸
本
同
じ
。

『
説
郭
』
の
み

「皆
」
を
欠
く
。
盛
文
粛
、
名
は
度
、
字
は
公
量
、

文
粛
は
詮
で
あ
る
。
景
祐
二
年

(
一
〇
三
五
)
参
知
政
事
、
知
枢
密
院
事

に
遷
り
、

太
子
少
傅
を
も

っ
て
致
仕
。
勅
撰
書

『
続
通
典
』

『
文
苑
英
華
』
の
編
集
に
も
あ

ず
か

っ
た
。
こ
の
四
幅
の
李
成
画
は
、
後
の
56
条
所
出
と
同

一
の
作
品
で
あ
る
。

⇔

今
在
余
斎

諸
本
同
じ
。

『
説
邪
』
の
み

「
今
在
会
稽
」
に
作
る
。

『
山
林
』

「今
石
予
斎
」

に
作
る
。
石
字
は
不
要
で
あ
り
、
衛
で
あ
る
。

『
山
林
』
は
家
刻
本
だ
が
、
総
じ

て
信
頼
を
置
き
が
た
い
の
は
、
こ
の
例
を
見
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

自
家
所
蔵
の
同

一
の
作
品
に
つ
い
て
、

二
度
に
わ
た
っ
て
詳
述
し
て
い
る
例
は

他
に
な
い
。
28
条

で
は
二
十
三
字
、
56
条
で
は
百
十
字
、
李
成
画
の
図
様
に
つ
い

て
の
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
報
告
は
、
宋
代
に
は
他
に
な
い
。
ま
さ
に
目
撃
者
の
迫

力
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

四

松
動
挺
枝
葉
欝
然

諸
本
同
じ
。

「
松
」
、

『
説
邪
』
の
み

「松
幹
」
に
作
る
。
下
の

「枝
葉
」
と
の

対
句
、
ま
た
56
条

「
幹
挺
可
為
隆
棟
」
か
ら
み
て
、

「松
幹
」
が
可
。

「挺
枝
」
、

『
山
林
』
、

「
挺
抜
」
に
誤
ま
る
。

㈲

秀
甚
不
凡

一112一
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諸
本
み
な

「秀
潤
不
凡
」

に
作
る
。

『
画
史
』
に

3

筆
彩
生
動
、
髭
髪
秀
潤
、

25

(
周
)
肪
筆
、
秀
潤
句
細
、

ユ
か
ら
み
て
、

「秀
潤
」

に
従
う
。

因

四
軸
松
石

諸
本
同
じ
。
56
条

「松
石
片
幅
」
と
同

一
の
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
四
軸
」
、

「
片
幅
」
と
も
に

「
四
幅
」

の
誤
り
で
は
な
い
か
。
従

っ
て

「李
成
は
た
だ
二
本

を
見
る
、

一
は
松
石
」
は
、

「
李
成

の
真
蹟

二
本

の
う
ち

一
件
は
、
四
幅
の
松
石

画
」
と
解
す
れ
ば
軸
や
片
幅
の
異
同

に
よ
る
矛
盾
は
除
か
れ
る
。

「
四
軸
松
石
」

は

「
四
幅
松
石
」
、

「松
石
片
幅
」
は

「松
石
四
幅
」
と
正
す
べ
き
だ
ろ
う
。
軸

と
幅
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
前
章
を
参
照
。

56

例

そ
の
二

余
家
所
収
李
成
、
至
李
冠
卿
大
扇
愛
之
不
已
、
為
天
下
之
冠
、
既
購
得
之
、

背
干
真
州
、

(中
略
)
、
及
得
盛
文
粛
家
松
石
片
幅
如
紙
、
幹
挺
可
為
隆

棟
、
枝
茂
凄
然
生
陰
、
作
節
処
不
用
墨
圏
、
下

一
大
点
、
以
通
身
淡
筆
空

過
、
乃
如
天
成
、
対
面
厳
石
、
円
潤
突
起
、
至
披
峰
落
筆
、
与
石
脚
及
水

中

一
石
平
、
下
用
淡
墨
作
水
相
準
、
乃
是

一
磧
、
直
入
水
中
、
不
若
世
俗

所
敷
直
斜
落
筆
、
下
更
無
地

又
無
水
、
勢
如
飛
空
中
、
使
妄
評
之
人
以
李

成
無
脚
、
蓋
未
見
真
耳
、
劉
浬
自
以
李
成
真
筆
多
、
於
是
出
示
之
、
乃
良

久
日
、
此
必
成
師
也
、

余
の
家
収
む
る
所

の
李
成
、
李
冠
卿
大
扇
こ
れ
を
愛
し
て
や
ま
ず
、
天
下

の
冠
と
な
す
に
至
る
。
す
で
に
購
得
し
て
真
州
で
背
す
。
…
盛
文
粛
家

の

松
石
四
幅
、
紙

の
ご
と
き
を
得
る
に
及
ぶ
。
幹
は
挺

(
ぬ
き
)
ん
で
て
隆

棟
と
な
す
べ
く
、
枝
は
茂

っ
て
凄
然
と
し
て
陰
を
な
す
。
節
を
作
る
処
は

墨
圏
を
用
い
ず
、

一
大
点
を
下
し
、
通
身

の
淡
筆
を
も

っ
て
空
過
す
、
す

な
わ
ち
天
成
の
ご
と
し
。
対
面
の
級
石
は
円
潤
突
起
し
、
披
峰

の
落
筆
に

至

っ
て
は
、
石
脚
と
水
中
の

一
石
と
平
ら
な
り
。
下
に
は
淡
墨
を
も

っ
て

水
の
相

い
に
準
ら
か
な
る
を
作
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ

一
磧
、
直
ち
に
水
中

に
入
る
。
世
俗
の
敷
う
所
の
直
斜
落
筆
の
ご
と
く
な
ら
ず
。
下
は
さ
ら
に

地
な
く
ま
た
水
な
く
、
勢
空
中
を
飛
ぶ
が
ご
と
し
。
妄
評

の
人
を
し
て

「李
成
は
脚
な
し
」
と
も

っ
て
せ
し
む
る
は
、
け
だ
し
い
ま
だ
真
を
見
ざ

る
の
み
。
劉
浬
自
ら
お
も
え
ら
く

「
李
成
真
筆
多
し
」
と
。
こ
こ
に
お
い

て
こ
れ
を
出
示
す
る
に
、
す
な
わ
ち
や
や
久
し
く
し
て
曰
く
、

「
こ
れ
必

ず
成
の
師
な
り
」
と
。

0

「
中
略
」

の
箇
所
に
つ
い
て

鈴
木
敬

『
中
国
絵
画
史
』
上
、
本
文
と
別
冊
、
註
記
に
詳
細
な
解
説
が
あ

る
。

(後
註
1
)

ω

如
紙

一

諸
本
同
じ
。
明
王
絨

『
書
画
伝
習
録
』
巻
四
、

「
栄
遇
」
、
明
張
丑

『
清

11

河
書
画
肪
』
己
集
・

「
米
氏
画
史
」
と
し
て
こ
の
条
を
引
き
・

↓

後
得
盛
文
粛
家
松
石
片
幅
如
砥

に
作
る
。

「
砥
」
、
め
の
こ
ま
か
い
と
い
し
の
よ
う
な
紙
質
の
意
か
。
後

出
の
異
同
で
意
を
も

っ
て
読
ん
で
い
る
嫌
い
が
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
に
従

う
。

米
苗
は
書
に
つ
い
て
は
紙
絹
の
種
類
と
別
を
必
ず
明
記
す
る
が
、
画
に
つ

い
て
は
材
質
に
及
ば
な
い
の
が
常
で
あ
る
。
乏
し
い
例
を
あ
げ
る
。

94183190124121

 

「如
紙
」 君

貼
此
紙
、
筆
上
観
音
紙
也

有
澄
心
堂
紙
画

李
重
光
四
時
紙
上
横
巻

相
国
寺
中
、
八
金
得
紙
桃
両
枝

余
家
収
紙
本
曹
不
興
画

に
近
い
例
は
見
出
さ
れ
な
い
。
し
い
て
紙
の
字
を
生
か
そ
う
と
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す
れ
ば
、

『
書
史
』
中

の
、

84

晃
端
彦
収
懐
素
与
皇
少
卿
簡
、
大
紙

一
軸
、
筆
勢
簡
古
、

に
倣

っ
て
、

「松
石
四
軸
、
大
紙
」

と
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
字
形
の
近
さ
か

ら
み
て

「如
砥
」
に
し
ば
ら
く
従

っ
て
お
く
。

国

及
得
盛
文
粛
家
松
石

諸
本
同
じ
。
し
か
し
、

「
盛
家
の
松

石
を
得
る
に
及
ん
で
」
と
す
る
条
件
を
受
け

る
次
の
展
開
が
な
い
。

93

沈

(括
)
調
秀
日
見
之
、
及
居
潤
間
之
、
云
己
易
与
人
、

ユ
を
唯

一
の
例
と
し
て
、
ほ
か
に
併
列
の
接
続
詞
の
意
に
用
い
た
例
に
、

81

晴
唐
及
南
唐
巨
然
、

ユ
の
あ
る
ほ
か
に
、

「
及
」
字
を
用
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

『
書
史
』
に
も
次
の

一
例
の
み
見
え
る
。

19

唐
越
国
公
鍾
紹
京
書
千
文
、
…
余
験
出
唐
譲
閾
筆
、
及
以
遍
学
寺
碑
対
之
、

更
無
少
異
、

余
唐
諄
の
閾
筆
を
験
出
し
、
寺
碑
を
遍
く
学
ん
で
こ
れ
に
対
す
る
に
及
ん

で
、
更
に
少
し
も
異
な
る
な
し
。

及
字
を
使
わ
ぬ
の
は
彼
の
思
考
形
式

に
も
基

い
て
い
よ
う
。
こ
こ
は
彼
の
最
も
頻

繁
に
用
い
た

「
又
得
」
と
す
べ
き
だ

ろ
う
。
前
記
王
絨
、
張
丑
の
作
る

「後
得
」

よ
り
も
佳
と
考
え
る
。

四

淡
筆
空
過

諸
本
同
じ
。

『
説
邪
』
の
み
、

「空
過
」
を

「穿
過
」
に
作
る
。
穿
過
で
は
文
意

が
通
じ
に
く
い
。
諸
本
に
従
う
。

㈲

李
成
無
脚

諸
本
同
じ
。

『
説
郭
』
の
み

「李
成
直
筆
無
脚
」
に
作
る
。

「李
成
脚
な
し
」
と

は
画
面
の
水
平
部
分
と
折
り
返
し
て
立
上
る
山
の
景
観
と
の
接
点
が
、
樹
木
や
雲

霞
に
よ

っ
て
隠
さ
れ
て
い
て
見
え
る
よ
う
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
意
味
で
は
な

い
か
。
伝
唐
人

「明
皇
幸
蜀
図
」

(
台
北
故
宮
博
物
院
)
や
、
正
倉
院
宝
物
の
琵

琶

桿

掻

面

で

は
、

山
麓

沿

い

に
水

量

豊

か

に
環

流

す

る
小

川

が

描

か
れ

、

山

と

平

地

を

明

確

に
区

別

し

て

い
る

。

こ
れ

が

「
山

に
脚

あ

る
」

景

観

の
意

で
あ

ろ
う

。

山
脚

の
有

無

と

は

盛

唐

か

ら

北

宋

初

期

に

至

る
、

山

水

画

表

現

の
展

開

に

か

か
わ

る
重

要

な

観
察

で
あ

る

。

林

語

堂

訳

の

。
い
一
〇
ゴ
.
Φ
昌
oQ
.
ω
α
o
詔
霧

旨
o
閃
霧

ゴ
磐

Φ

5
0

δ
σq
ω

(
げ
o
#
o
目

)
塾

、

ブ

ッ
シ

ユ
訳

の

象=

o
げ
.
Φ
コ
σq

冨
o
犀
ω
け
Φ
↓
旨

は
、

ニ

コ
ラ

ス
訳

の

。=

↓
o
ゴ
.
o
コ
oQ

ロ
.
口

b
鶴

α
Φ
豆

巴

ω
.

を

そ

の

ま

ま

襲

っ
た

逐
語

訳

で
、

脚

の
意

味

を

理
解

し

て

い
な

い
。

例

そ
の
三

65

李
公
麟
病
右
手
三
年
、
余
始
画
、
以
李
嘗
師
呉
生
、
終
不
能
去
其
気
、
余

乃
取
顧
高
古
、
不
使

一
筆
入
呉
生
、
又
李
筆
神
彩
不
高
、
余
為
目
晴
面
文

骨
木
、
自
是
天
性
、
非
師
而
能
、
以
侯
識
者
、
唯
作
古
忠
賢
象
也
、

一む

李
公
麟
右
手
を
病
む
こ
と
三
年
、
余
始
め
て
画
く
。
李
は
か
つ
て
呉
生
を

11

師
と
す
る
を
も

っ
て
、
終
に
そ
の
気
を
去
る
あ
た
わ
ず
。
余
は
す
な
わ
ち

一

顧

(榿
之
)
の
高
古
を
取
り
、

一
筆
も
呉
生
を
入
ら
し
め
ず
、
ま
た
李
の

筆
は
神
彩
高
か
ら
ず
、
余
は
目
晴
面
文
骨
木
を
つ
く
る
。
自
ら
こ
れ
天
性
、

師
と
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
よ
く
し
、
も

っ
て
識
者
を
侯

つ
。
た
だ

「
古
忠

賢
象
」
を
作
る
。

0

病
右
手
三
年
余
始
画

諸
本
同
じ
。

『
美
叢
』
の
み

「
三
年
余
」
を

「
三
年
鯨
」
に
作
る
。

『
美
術
叢
書
』

に
従
え
ば
、

「始
め
て
画
く
」
主
体
は
李
公
麟
と
な
る
。
同
じ
65
条
の

「余
乃
取
」
、

「
余
為
目
」
は

『
美
術
叢
書
』
は
じ
め
、
諸
本
皆
異
同
が
な
く
、
画
く
主
体
は
米

苗
と
し
て
動
か
な
い
か
ら
、

『
美
術
叢
書
』

の

「鯨
」
は
誤
り
で
あ
る
。

『
画
継
』

の
著
者
も

「米
苗
画
く
」
と
理
解
し
て
い
る
。

伯
時
病
右
手
後
、
余
始
作
画
、

(
『
画
継
』
巻
三
、
米
苗
)

伯
時
病
壁
三
年
、
予
始
画
、

(
『同
』
巻
九
、
論
近
)
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李
公
麟
、
字
は
伯
時
が
壁
を
病

ん
だ
の
は
、
有
名
な
故
事
で
あ

っ
た
。

元
符
三
年

(
=

○
○
)
、
痺

を
病
ん
で
致
仕
す
。

(
『宋
史
』
巻

四
四
四
、
文
苑
六
)

晩
に
痺
疾
を
得
て
坤
吟
の
余
、
な
お
仰
手
し
て
画
き
、
落
筆
の
形
勢
を
作
る
。

(
『
宣
和
画
譜
』
巻
七
)

李
伯
時
、
先
子
の
た
め
に

「淵

明
帰
去
来
図
」
を
作
り
、
ま
さ
に
賦
を
図
上

に
写
さ
ん
と
す
。
画
は
成
る
も
右
壁
挙
が
ら
ず
、
劉
は
無
言
。
丹
青
字
画
、

一
時
に
妙
絶
。

(宋
呉
燗

『
五
総
志
』
)

口

顧
高
古

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』

の
み

「
頭
高
古
」
に
作
る
。
郵
椿
は
右
の
米
苗
の
壮
大
な

自
負
を
批
判
し
て
い
う
、

米
元
章
い
う
、

「
伯
時
壁
を
病

む
こ
と
三
年
、
予
始
め
て
画
く
」
と
。
伯
時

を
推
遜
す
る
に
似
る
と
い
え
ど

も
、
然
も
自
ら

「
顧
の
高
古
を
学
ん
で
、

一

筆
も
呉
生

(道
子
)
を
入
ら
し
め
ず
、
専
ら
古
忠
賢
像
を
つ
く
る
」
と
い
う
。

そ
の
木
強

(僕
直

一
徹
)
の
気
、

ま
た
伯
時
の
下
に
立

つ
べ
か
ら
ず
。

(
『
画
継
』
巻
九
、
論
近
)

日

李
筆
神
彩
不
高

諸
本
同
じ
。
中
村
茂
夫
氏
、
李

(公
麟

)
を
李
将
軍
思
訓
と
す
る
の
は
誤
ま
り
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
条
を

「
李
公
麟
右
手
を
病
む
こ
と
三
年
な
ら
ば
、
余
始
め
て

画
か
ん
」
と
訓
読
し
て
、
条
件
に
解
す

る
の
も
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。

四

為
目
晴
面
文
骨
木

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』

の
み

「
骨
木
」

を

「骨
本
」

に
作
る
。

『
画
継
』
巻
三
、

「為
晴
目
面
文
骨
本
」
に
作
る
。

『
注
氏
珊
瑚
網
画
継
』
巻
二
十
四
、

「
米
嚢
陽

画
学
」
、

「為
晴
目
面
文
骨
木
」
に
作
る
。

『
清
河
書
画
肪
』
由
集
、

「
米
帯
」
、

「
以
目
晴
而
文
骨
髄
本
」

に
作
る
。
後
世
の
画
学
書
の
異
同
は
、
何
と
か
し
て
読

も
う
と
し
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
読
め
な
い
。

㈲

古
忠
賢
象

諸
本
同
じ
。
そ
の
0
の

『
美
術
叢
書
』
の
混
乱
が
起
こ

っ
た
の
は
、
米
苗
が
人
物

画
を
作

っ
た
と
い
う
資
料
は
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
李
公
麟
の
発
病
、
致
仕
後

三
年
と
い
う
と
、
徽
宗
の
崇
寧

二
年

(
一
一
〇
〇
三
)
、
五
十
三
歳
、
太
常
博
士

在
職
中

で
、
書
画
学
博
士
に
遷
る
前
年
に
あ
た
る
。
最
晩
年
に

「始
め
て
人
物
画

を
画
く
」
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
奇
異
で
あ
る
。
し
か
し
、
描
い
た
の
は
事
実

ら
し
い
。

15

自
画
古
賢
、
唯
用
玉
印

ユ
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例

そ
の
四

『
美
術
叢
書
』

二
集
第
九
輯
所
収
本

『
画
史
』
は
、
宣
統
三
年

(
一
九

=

)
、

罐
熱
饗

薮
籔
離
謙
糠
慧籍
罐
認
斎

に
は
特
に
不
注
意
な
誤
植
が
多
い
。
諸
本
に
は
な
い
誤
ま
り
で
あ
る
。
以
下
そ
の

一

例
を
摘
記
す
る
。

右 諸
の1336113本1

、

 

字
は
左
の
よ
う
に

35ユ
ま
た
諸
本
の
間
に
異
同
の
な
い
も
の
の
、

あ
る
。

23

唐
人
以
呉
集
大
成
面
為
格
式
、

諸
文
共
笑
其
偽

「諸
人
」

に
作
る
。

「
文
」
は
誤
ま
り
。

閻
令
面
真
筆
、

題
勾
竜
爽
面
、

銭
氏
喜
既
交
面
、

『
美
術
叢
書
』

の
各

「
面
」
字
は
、

「
画
」

の
誤
ま
り
で
あ
る
。

一
方
、
面

「
画
面
」
と
熟
し
て
用
い
る
例
が
あ
る
。

両
辺
脱
落
、
得
画
面
蘇
落
、

画
と
し
て
も
理
解
し
や
す
い
面
の
例
も
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認

文
縷
磨
書
画
、
面
上
成
絹
紋
、

ユ糾

面
上
左
以
粉
作
牌
子
、

ユ
『美
術
叢
書
』

の
そ
の
他
の
誤
字
の
例
を
続
け
る
。

銘

其
子
居
金
陵
与
王
荊
公
運
訣
、

　
「運
快
」
、
諸
本
に
従

い

「連
訣
」

(義
兄
弟
)
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

必

此
史
人
物
衣
冠
乗
馬
甚
古
、

「
此
史
」
に
作
る
の
は

『
美
叢
』
の
み
。
諸
本
は
み
な

「
北
史
」
に
作
る
。

で
は
読
め
な
い
。
北
史
の
方
が
可
で
あ

ろ
う
。

七

人
名
の
誤
字

此
史

『
画
史
』
に
は
古
今
の
人
物
名
が
二
九
〇
現
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
宋
代
の
約
三

十
の
人
名
に
つ
い
て
、
検
索
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
た
と
え
ば
、

16

漏
永
功
、
字
世
渤
、

ユ
が

『
山
林
』
の
み

「
求
功
」
に
作

っ
て
い
た
り
、

78

畢
仲
欽
家
、
有
荊
浩
山
水

一
軸

ユ
の
畢
仲
欽
を

『
美
叢
』
の
み

「
畢
仲
游
」

に
作

っ
て
い
る
異
同
を
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
の
か
、
今
は
決
定
で
き
ず

に
い
る
。
発
見
し
た
他

の
分
を
次
に
掲
げ
る
。

1

其
後
以
帖
易
与
蒋
長
源
、
字
仲
永
、
吾
書
画
友
也

そ
の
後
、
帖
を
も

っ
て
蒋
長
源
、
字
は
仲
永
と
易
与
す
。
わ
が
書
画
の
友

な
り
。

7

蒋
長
源
、
字
仲
永
収
宣
王
姜
后
免
冠
諌
図
、

蒋
長
源
、
字
は
仲
永
、

「宣
王
姜
后
冠
を
免
じ
諌
め
る
の
図
」
を
収
む
。

O

「仲
永
」
諸
本
同
じ
。

『
山
林
』
の
み

「
永
仲
」
に
作
る
。

『
画
史
』

の

他
の
条
に

「蒋
永
仲
」

に
作
る
。

「永
仲
」
が
正
し
い
。

71

蒋
永
仲
収
古
銅
兇
胱
、

29

蒋
永
仲
収
章
侯
松

一
幅
、

ユ

蒋
長
源
、
字
は
永
仲
、
礼
部
侍
郎
蒋
堂

(九
八
〇
1

一
〇
五
四
)
の
子
、
官
は
朝

奉
大
夫
に
至

っ
た
。

「
わ
が
書
画
の
友
な
り
」
に
続
い
て
、

余

平
生
こ
の
老
を
好
む
、

こ
の
外
に
あ
そ
ぶ
に
足
る
者
な
し
。

(序
詞
)

と
米
芳
自
ら
い
う
よ
う
に
、
劉
浬
、
醇
紹
彰
と
並
ぶ
彼
の
大
親
友
で
あ

っ
た
。
後

世
芸
術
家
と
し
て
の
資
質
、
才
能
、
識
見
、
影
響
な
ど
か
ら
、
蘇
載
、
黄
庭
堅
と

肩
を
並
べ
て

「蘇
黄
米
」
と
総
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
蘇
黄
と
親
交
が
あ

っ
た
と

考
え
る
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
別
集
、
総
集
に
収
め
る
詩
文
か
ら
見
て
、
米
苗
が

蘇
黄
や
王
安
石
な
ど
当
時

一
流
の
政
治
家
や
文
人
た
ち
に
と
っ
て
、
心
を
許
し
た

友
人
で
あ

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
米
苗
が
蘇
載
や
王
安
石
と
会
見
し
た
と
き
に
、

長
上
の
礼
を
と
ら
ず
、
対
等
の
口
を
き
い
た
こ
と
に
非
難
の
声
が
あ
が

っ
て
い
る

位

で
あ
る
。

33

張
友
正
家
収
古
柏

一
株
、
…
平
生
収
画
後
多
帰
王
、

一

張
友
正
家

「古
柏

一
株

(
図
)
」
を
収
む
。
…
平
生
の
収
画
、
後

に
多
く

鵬

王
に
帰
す
。

一

〇

張
友
正

諸
本
同
じ
、

『
山
林
』
の
み
、

「
張
友
直
」
に
作
る
。
張
友
直

(
一
〇
〇
ニ
ー

五

九
)
、
字
は
清
卿
、
同
中
書
門
下
平
章
事
、
郡
国
公
張
士
遜
の
子
で
、
官
は
戸
部

尚
書
に
至

っ
た
。
嘉
祐
四
年

(
一
〇
五
九
)
、
五
十
八
歳
で
卒
し
た
。

張
友
正
は
友
直
の
弟
、

「
門
を
杜
じ
て
家
事
を
治
め
ず
、
学
書
三
十
年
、
神
宗

は
そ
の
草
書
を
宋
朝
第

一
と
評
し
た
」
と
い
う
。

(
『
宋
史
』
巻
三

一
一
)

張
友
直
、
友
正
、

い
ず
れ
が
是
か
決
し
が
た
い
。

⇔

後
多
帰
王

「
王
」
の
下
に
名
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
収
集
に
熱
中
し
、
数
多
の
書
画

を
集
め
て
い
た
王
姓
の
人
物
は
王
識
の
ほ
か
に
な
い
。

『
画
史
』
、

『書
史
』
と

も
に
王
舐
の
す
さ
ま
じ
い
情
熱
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

8

仮
顧
榿
之
筆
、
余
以
懐
素
帖
易
干
王
識
、
字
晋
卿
家
、
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61

荊
浩
、
…
王
識
嘗
以
二
画
見
送
、

20

王
晋
卿
昔
易
六
幅
黄
笙
風
牡
丹
図
与
余
、
後
易
白
戴
牛
小
幅
干
才
翁
子
鴻
、

1

字
遠
復
、
…
後
牛
易
懐
素
絹
帖
及
陸
機
衛
恒
等
墓
晋
帖
、
与
数
種
同
帰
劉

脛
、

57

王
晋
卿
収
江
南
画
小
雪
山
二
軸
、
…
後
易
書
与
蘇
之
友
、

捌

易
元
吉
・
…
晋
卿
借
去
不
帰
・

1

懐
素
詩

一
首
、
…
王
輩
易
与
王
識
家
、

(
『
書
史
』

34
)

懐
素
絹
帖

一
軸
、
…
六
朝
古
賢

一
偵
、
易
与
王
識
、

(
『
同
』

35
)

張
伯
高
、
虎
児
等
三
帖
、
…
在
王
識
家
、
蘇
氏
物
也

(
『
同
』

41
)

楊
凝
式
字
景
度
書
、
…
余
三
次
易
得
後
、
以
第

一
易
与
王
読

(
『
同
』

70
)

劉
浬
収
許
渾
鳥
糸
欄
手
写
詩

一
百
篇
…
勢
前

一
幅
易
与
杜
介
、

一
幅
在
王

翫
処
、

(
『
同
』
74
)

唐
開
元
墓
右
軍
帖
、
…
今
帰
王
読
、

(
『
同
』
81
)

王
読
処
、
収
銭
氏
臨
蘭
亭

(
『
同
』
98
)

其
人
犀
与
王
翫
尋
購
得
書

(
『
同
』
姻
)

63

祝
夢
松
雪
竹
見
五
本

諸
本
同
じ
。

『美
叢
』

の
み
、

「祀
夢
松
」
に
作
る
。
画
家
祝
夢
松
の
名

は
、
他
書
に
見
え
ず
、

「
劉
夢
松
」
の
誤
ま
り
と
思
わ
れ
る
。

劉
夢
松
、
…

「紆
竹
図
」
を
作
る
。
甚
だ
精
微
。
け
だ
し
竹
は
も
と
直
を

も

っ
て
上
と
す
。
修
篁
高
動
、
架
雪
凌
霜
に
し
て
始
め
て
取
る
あ
り
。

(
『宣
和
画
譜
』
巻
二
十
)

10

縢
中
孚
元
直
、
有
徐
煕
対
花
果
子
四
軸
、

1

縢
中
孚
元
直
、
徐
煕
の

「
対
花
果
子
」
四
軸
あ
り
。

0

縢
中
孚

諸
本
同
じ
。

「孚
」
は

「字
」

の
誤
ま
り
。
縢
中
、
字
は
元
直
、
竜
図
閣
学
士
膝

元
発

(
一
〇
二
〇
1

一
〇
九
〇
)
の
子
、
官
は
承
議
郎
に
至

っ
た
。

『
書
史
』
に

名
が
見
え
る
。

蘇
書
家
蘭
亭
…
世
当
有
十
余
本
、
…

一
本
在
縢
中
処
、

(
『書
史
』
21
)

能
草
書
者
、
承
議
郎
縢
中
、
宗
室
仲
忽
、

(
『同
』
m
)

45

王
翼
公
家
書
画
、
用
太
原
欽
若
図
書
、

1

王
翼
公
家
の
書
画
、

「
太
原
欽
若
図
書
」

(
印
)
を
用
う
。

0

欽
若

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』
の
み

「
欽
臣
」
に
作
る
。

『
山
林
』
は
誤
り
、
諸
本
に
従

う
。
王
欽
若

(九
六
ニ
ー

一
〇
三
五
)
、
字
は
定
国
。
門
下
侍
郎
、
同
平
章
事
に

進
み
、
天
聖
三
年
、
六
十
四
歳
で
卒
し
た
。
文
穆
と
設
し
、
翼
国
公
に
封
ぜ
ら
れ

た
。

「
王
翼
公
家
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
王
欽
臣
は
、
徽
宗
時
の
成
徳

軍
の
知
。

『
山
林
』
の

「欽
臣
」
は
成
立
し
な
い
。

82
傳
古
竜
如
娯
舩
、
董
羽
竜
如
魚
、

傳
古
の
竜
は
む
か
で
の
メ」
と
く
、
董
羽
の
竜
は
魚

の
洲」
と
し
。

卜

0

傳
古

-o

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』
の
み

「傳
古
」
に
作
る
。

『
山
林
』
に
従
う
。

一

画
竜
は
た
だ
五
代
の
四
明
の
僧
、
伝
古
大
師
の
み
、
そ
の
名
最
も
著
わ
る
。

(
『図
画
見
聞
志
』
巻

一
)

ω

董
羽

諸
本
同
じ
。

『
山
林
』
の
み

「董
羽
」
に
誤
ま
る
。

董
羽
、
善
く
竜
水
海
魚
を
画
く
。
…
す
で
に
帰
朝
し
て
真
命
を
領
け
、
図
画

院
芸
学
た
り
。

(
『
同
』
巻
四
)

25

江
南
周
文
矩
士
女
、
面

一
如
肪
、

ユ
諸
本
皆
同
じ
。

『
趙
孟
頬
本
』

の
み
、
周
文
矩
を
周
文
挙
に
誤
ま
る
。
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八

街

字

例

そ
の

一

49

凡
収
画
必
先
収
唐
希
雅
、
徐
煕
等
雪
図
、
巨
然
、
或
萢
寛
山
水
図
、
斉
整

相
対
者
、
装
堂
遮
壁
、
乃
於
其

上
旋
旋
掛
名
筆
、
絹
素
大
小
可
相
当
成
対

者
、
又
漸
漸
掛
、
無
対
者
、
蓋
古
画
大
小
不
斉
、
鋪
掛
不
端
正
、
若
晋
筆

須
第
二
重
掛
、
唐
筆
為
襯
、
乃
可
掛
也
、
許
道
寧
不
可
用
模
人
画
太
俗
也
、

0

諸
本
同
じ
。
た
だ

『
山
林
』
の
み

「許
道
寧
不
可
用
模
人
画
太
俗
也
」
を
、

「許
道
寧
不
可
用
換
人
画
今
俗
也
」
に
作
る
。

UU

こ
の
条
は
室
内
で
の
画
の
飾
り
方
、
取
り
合
わ
せ
方
を

い
っ
て
い
て
、
難

解
で
あ
る
。
大
意
を
記
す
。

画
を
集
め
る
に
は
、
唐
希
雅
、
徐

煕
な
ど
の
雪
図
、
巨
然
、
萢
寛
の
山
水
図

か
ら
始
め
る
こ
と
だ
。
き
ち
ん
と
向
い
合
わ
せ
ら
れ
る
画
は
、
部
屋
を
飾
り
、

壁
を
ふ
さ
げ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
上
に
名
画
を
掛
け
る
。
画
面
の
大
き
さ
が

揃

い
に
な
る
画
も
掛
け
て
よ
い
。
揃
い
に
な
れ
ぬ
画
は
、
大
小
異
な
る
古
画
、

掛
け
て
端
正
で
な
い
も
の
だ
。

晋
画
は
単
独
で
掛
け
る
べ
き

で
な

い
。
副

(そ
え
)
を
横
に
掛
け
て
か
ら
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ひ
き
た
た
せ
る
た
め
の

唐
画
を
掛
け
て
か
ら
後
に
、
晋
画
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日

許
道
寧

へ
の
言
及
は
、
冒
頭
の

「
巨
然
、
萢
寛

の
山
水
図
の
斉
整
相
対
す

る
も
の
」
に
戻

っ
た
上
で
の
、
こ
の
条

の
最
終
的
な
結
論
で
あ
ろ
う
。
宋
代

の
画

学
書
で
の
許
道
寧
は
、
李
成
の
山
水
を
学
ん
で
、
よ
く
拮
抗
し
た
と
い
う
よ
う
な

無
難
な
評
価
が
並
ん
で
い
る
が
、
米
苗

は
手
厳
し
い
。

か
れ
は
人
の
醜
怪
を
図
画
す
。
賭
博
、
村
野
の
伶
人

(楽
士
)
の
ご
と
き
者

は
、
皆
許
道
寧

の
専
ら

(李
)
成

(
の
画
)
を
作
り
し
時
の
画
。

(撚
条
)

こ
れ
は
前
条
の

「
人
の
画
、
は
な
は
だ
俗
」
と
応
ず
る
も
の
だ
ろ
う
。
宋
、
張
邦

基

『
墨
荘
漫
録
』
巻
三
に
は
、
そ
の
人
と
な
り
を
雄
弁
に
伝
え
る
記
事
が
あ
る
。

勝
手
気
ま
ま
の
頑
固
者
、
…
肖
像
画
を
得
意
と
し
、
風
采
の
あ
が
ら
な
い
人

物
に
は
、
必
ず
か
ら
か

っ
て
写
生
す
る
。
酒
場
で
似
顔
絵
を
描
き
、
当
人
を

知
る
者
は
皆
笑

っ
て
い
た
が
、
相
手
に
殴
ら
れ
て
着
物
を
破
ら
れ
、
顔
に
傷

し
た
。
そ
れ
で
も
改
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

と
す
る
と
、
こ
こ
は

「
部
屋
に
は
許
道
寧
画
を
掛
け
て
は
な
ら
な
い
。
彼
の
人
物

画
は
大
変
俗

(悪
)
だ
か
ら
だ
」
の
意
に
違
い
な
い
。

「模
」
字
は
衛
で
あ
る
。

ま
た

『
宝
晋
山
林
集
捨
遺
』
の
異
同
は
、
意
味
を
な
し
て
い
な
い
。
本
文
は
こ
う

な
る
。

許
道
寧
不
可
用
、
人
画
太
俗
也

100

 

0

例

そ
の
二

諸

本

同

じ
。

か

し
、

は

な

い
か
。

い

か

ら

で
あ

る

。

近
世
人
、
或
有
賀
力
、
元
非
酷
好
、
意
作
標
韻
、
至
仮
耳
目
於
人
、
此
謂

↑

之
好
事
者
、
置
錦
嚢
玉
軸
、
以
為
珍
秘
、
開
之
或
笑
倒
、
余
軌
撫
案
、
大

-o

叫
日
、
懸
捏
殺
人
、
王
識
毎
見
余
作
此
語
、
亦
常
常
道
後
学
与
曹
貫
道
、

貫
道
亦
嘗
道
之
、

近
世
の
人
、
あ
る
い
は
賀
力
あ
る
も
、
元
よ
り
酷
だ
好
む
に
あ
ら
ず
、
意

は
標
韻
を
な
し
、
耳
目
を
人
に
仮
る
に
至
る
。
こ
れ
を
こ
れ
好
事
者
と
い

う
。
錦
嚢
玉
軸
を
置
き
、
も

っ
て
珍
秘
と
な
す
。
こ
れ
を
開
け
ば
あ
る
い

は
笑
倒
す
、
余
す
な
わ
ち
案
を
撫
し
て
大
い
に
叫
ん
で
い
わ
く
、

「漸
憧

人
を
殺
す
」
と
。
王
識
余
に
あ
う
ご
と
に
こ
の
語
を
な
し
、
亦
常
に
後
学

と
曹
貫
道

に
い
う
、
貫
道
も
亦
か

っ
て
こ
れ
を
い
う
。

常
常
道
後
学
与
曹
貫
道

右

の
ま
ま
だ
と
、

「後
学
と
曹
貫
道
と
に
い
う
」

の
意
と
な
る
。
し

「後
輩
者
と
曹
貫
道
」
の
二
つ
で
な
く
て
、

「後
輩

の
曹
貫
道
」

の
意

で

す
ぐ
下
に

「貫
道
も
い
う
」
と
続

い
て
い
る
し
、
後
学
は
登
場
し
な

思
う
に

「与
」
字
は
衛

で
あ
ろ
う
。
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常
常
道
後
学
曹
貫
道

常

々
後
学
曹
貫
道
に
い
う
。

17

孫
載
道
、
字
積
中
家
雪
図
、

「孫
載
道
」
、
諸
本
同
じ
。

『
山
林
』

の
み
、

「
孫
載
」
に
作
る
。

05

在
大
夫
孫
載
家

ユ
と
あ
る
よ
う
に
、
孫
載
が
正
し
く
、

「道
」
は
衛
。
孫
載
、
字
は
積
中
、
治
平
二

年

(
一
〇
六
五
)
の
進
士

で
、
大
観
中
朝
議
大
夫
を
も

っ
て
致
仕
。
卒
年
七
十
五
。

『
画
史
』
鵬
条
に

「
大
夫
」
と
あ
る
の
は
、
米
苗
に
と

っ
て
も
最
晩
年
の
記
事
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。

58

余
収
易
元
吉
逸
色
筆
、
作
芦
如
真

滋↑

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

ω

「逸
色
筆
」
、

「
色
」
は
衛

で

「逸
筆
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
逸
色

の
筆

と
い
う
語
は
な
い
の
に
、
逸
筆
の
例

は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

53

江
南
陳
常
…
折
枝
花
亦
以
逸
筆

一
抹
為
枝
、

　
た
だ
し
、
画
猿
の
名
手
易
元
吉
に
、
逸
筆
を
用
い
た
と
い
う
資
料
は
他
に
な
い
。

九

脱

字

例

そ
の

口

17

張
修
、
字
誠
之
少
卿
家
、
…
与
世
所
伝
関
中
十
大
弟
子
真
、
法
相
似
、
是

真
筆
、

張
修
、
字
は
誠
之
少
卿
家
、
…
世

の
伝
う
る
所

の
関
中
十
大
弟
子
の
真
と
法

相
似
る
。
こ
れ
真
筆
。

0

法
相
似

諸
本
同
じ
。
し
か
し
、
次

の
例
に
従

っ
て

「筆
法
相
似
」

の
脱
落
に
違
い
な
い
。

「
法
相
似
」
は
イ

コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ

(
図
像
学
)
の
意

で
は
な
い
。

25

劉
脛
、
字
巨
済
家
三
匹
、
皆
筆
法
相
似
。

例

そ
の
二

36

李
王
山
水
、
唐
希
雅
、
黄
笙
之
倫
栩
毛
小
筆
。
人
収
甚
衆
、
好
事
家
必
五

七
本
、
不
足
深
論
、

李
王
の
山
水
、
唐
希
雅
、
黄
笙
の
倫
の
栩
毛
の
小
筆
。
人
収
む
る
こ
と
甚

だ
衆
く
、
好
事
家
に
必
ず
五
七
本
あ
り
、
深
く
論
ず
る
に
足
ら
ず
。

諸
本
皆
同
じ
。

0

人
収
甚
衆

「人
」
字
を
単
独
に
用
い
た
例
は
、
米
苛
に
な
い
。
後
半
の
軽
蔑
的
口
調
か
ら
、

「士
人
」
、
「
後
人
」
よ
り
も

「今
人
」
が
妥
当
で
あ
る
。

「
人
」
の
上

「
今
」

を
脱
す
る
。

『
画
史
』
中
の
例
を
掲
げ
る
。

51146727231

今
人
収
得
、
便
謂
之
李
将
軍
思
訓
、
皆
非
也
、

今
人
得
仏
則
命
為
呉
、
未
見
真
者
、

今
人
以
無
名
為
有
名
、
不
可
勝
数
、

今
人
好
偽
、
不
好
真
、
使
人
歎
息
、

今
人
収

一
物
、
与
性
命
倶
、
大
可
笑
、

例

そ
の
三

m

蘇
泪
、
字
及
之
家
、
有
徐
煕
四
花
、
其
家
故
物
、

蘇
泪
、
字
は
及
之
の
家
に
、
徐
煕
の

「
四
花
」
あ
り
、
そ
の
家
の
故
物
な

り
o

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

〇

四
花

「
四
花
」
例
が
な
い
。
当
時
流
行
の
四
時
の
花
木
、
四
季
の
花
を
い
う
も
の
で

一105一
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あ
ろ
う
が
、
四
の
下
、
季
を
脱
す
る
と
し
て
、

「
四
季
花
」
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。

趙
昌

「
四
季
花
」

(宋
萢
成
大

『
石
湖
居
士
詩
集
』
巻

二
十
五
、

『
宣
和
画
譜
』

巻
十
八
)
の
例
が
あ
る
。

例

そ
の
四

燭

有
呉
中

一
士
大
夫
、
好
画
而
装
背
以
旧
古
為
弁
、
傍
必
以
名
画
記
差
古
人

名
、

呉
中
に

一
士
大
夫
あ
り
、
画
を
好
み
、
装
背
は
旧
古
を
も

っ
て
弁
と
な
し
、

よ
り
て
必
ら
ず
名
画
記
を
も

っ
て
古
人
の
名
を
差
す
。

諸
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。

0

装
背
以
旧
古
弁

「
画
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
表
装
の
古
さ
加
減

で
時
代
を
区
別
す
る
」
の
意
と
考

え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、

「
旧
古
」
と

「装
背
」
は
顛
倒
で
あ
ろ
う
。

以
装
背
旧
古
為
弁

装
背
の
旧
古
を
も

っ
て
弁
と
な
す
。

ω

以
名
画
記
差
古
人
名

m

今
時
人
眼
生
者
、
即
以
古
人
向
上
名
差
配
之
、
似
者
即
以
正
名
差
配
之
、

07

得
無
名
古
筆
差
排
、
猶
足
為
尚
友
、

ユ
の
例
の
よ
う
に
、

「差
」
の
下
、

「
配
」
ま
た
は

「排
」
が
脱
落
し
て
い
る
と
考

え
る
。
差
配
は
当
時
の
俗
語

で
、
処

置
す
る
、
始
末
を

つ
け
る
意
。

こ
こ
も

「
『
歴
代
名
画
記
』
か
ら
古
人

の
画
家
名
を
借
り
て
き
て
、
う
ま
く
あ
し
ら
う
」

の
意
。
次
の
よ
う
に
作
る
べ
き
だ
ろ
う
。

以
名
画
記
差
配
古
人
名

名
画
記
を
も

っ
て
、
古
人
の
名
を
差
配
す
。

十

『
画
史
』
単
独
で
は
読
め
な
い
例

8

王
戎
象
元
在
余
家
、
易
李
琶
帖
与
呂
端
間
、
己
上
皆
仮
顧
榿
之
筆
、
余
以

懐
素
帖
易
子
王
読
字
晋
卿
家

王
戎
像
、
も
と
余

の
家

に
あ
り
、
李
琶
帖
と
呂
端
間
と
易
う
、
以
上
み
な

仮

(
に
せ
の
)
顧
榿
之
筆
、
余
懐
素
帖
を
も

っ
て
王
読
、
字
は
晋
卿
家
に

易
う
。

右
の

一
条
に
現
わ
れ
る
作
品
や
人
名
の
関
係
は
、

『
画
史
』

の
中
で
は
明
ら
か
に

で
き
な
い
。
米
苗
の
他
の
著
作
の
文
章
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
王
戎
の

像
は
、

『
宝
晋
英
光
集
』
巻
八
、
晋
画
古
賢
十
人
、
そ
の
名
を
失
す
。
蘇
太
簡
の
孫

之
顔
に
あ
り
、
人
間
行
わ
る
る
名
画
な
り
。

に
い
う
晋
画
の
中
の

一
枚

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
図
巻
形
式
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
の
画

識

醗
難

難

饗

難

遍

馳鑛
目雛

鍵

計鍵

も
つ
懐
素
帖
の

一
部
と
を
交
換
し
た
。

一

『
画
史
』
35

懐
素
絹
帖

一
軸

…
後
人
分
舅
し
て
二
十
余
処
と
な
す
。
王

読
累
年
遂
求
し
元
数
に
足
す
。
又

一
に
史
陵
と
い
う
絹
帖
、
六
朝
古
賢

一
偵

と
王
識
に
易
う
。

米
　市
の
入
手
し
た
六
朝
古
賢
の
画
は
、
彼
の
判
断
で
は
王
戎
と
命
名
さ
れ
た
ら

し
い
。
そ
し
て
紹
聖
三
年

(
一
〇
九
六
)
、
蓄
四
十
六
歳
の
時
に
李
琶
帖
を
取
得

す
る
た
め
の
下
取
り
の

一
つ
に
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

『
画
史
』
8
条
の
記

事
の
意
味

で
あ
る
。

『
画
史
』

65

李
琶
三
帖
…
、
第
三
は
余
六
朝
画
古
賢
、
…
数
種
の
物
を
も

っ

て
、

(呂
公
濡
の
)
孫
端
間
と
易
得
せ
り
。

つ
ま
り

『
画
史
』
だ
け
で
は
米
帯
の
世
界
は
解
読
で
き
な
い
こ
と
を
8
条
は
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。



24古原:米 苗 『画史』考異

1432

 

5

註

6987

鈴

木

敬

『
中

国

絵

画

史

』

上

、

一
九

六
頁

、

別

冊

『
註

』

五

二

頁
、

73

吉

川

弘
文

1

館

、

一
九

八

一

中

村

茂

夫

『
中

国

画

論

の
展

開

』

五

三
七

頁

中

山

文

華

堂

、

一
九

六

五

板

倉

聖

哲

氏

古

原
宛

私

信

、

一
九

九

四
、

六
、

十

六

2
甘
9
0

<
9。ロ
&
霞

I
Z
ざ
o
置
ω

"
い
Φ

国
o
仁
9
1
0
ず
o

α
o

ζ

一
ぎ

ξ

℃
m
ユ
。駐
"
　
O
忠

℃

℃
3
ロ。
。・霧

q
三
<
o
窃
#
ΩD
貯
Φ
ω
ユ
Φ

リ
ィ
鋤
ロ
oo

い
ぎ

く
昌
8

σq
"
↓
冨

O
ず
言
o
ω
o

↓
冨

o
曼

o
h
>
罫

弓

・O
刈
1

　
8

℃

(=
o
ぎ
Φ
日
9。
P

ピ
o
ロ
ユ
o
P

　
O
零

)

こ
の

訳

の
軽

桃

な
気

分

を

批

判

し

た

書

評

が

あ

る

。

』m
ヨ
。
。。

o
●

O
霧

藷

一一"

じσ
。
。
犀

幻
Φ
≦

Φ
毛

》
ざ
↓
冨

↓
屋

霧

一き

8

。
h
8

×
房

8

0
三

器

ω
o

>

℃
巴
三

一口
σq
℃
遷

○
ユ
①
三

9。
一
〉
昌

く
o
一
・×
〈
昌
一
●Z
o
●
ω
り

〉
二
言

ヨ

ロ

　㊤
ρ

　
O
鳶

切
仁
。・
買

ω
仁
ω
き

●

↓
ゴ
Φ

〇
三
ロ
①
ωΦ
=

ε
冨
二

〇
ロ

℃
巴
ロ
↓ヨ
西
・

出
銭
く
胃

α
1
ぎ

目

ず
ヨ
σq

ω
言

島
①
ω
×
×
<
目

・
O
o
ヨ
耳

乙
αq
①
L

≦
霧

。・
9。
o
ケ
霧

①
一冨

℃
o
コ
ユ

い
o
ロ
α
o
口
"
=
o
辱

o
a

q
三
く
o
誘
二
《

℃
お
ω
。ゆ
"

一㊤
コ

・

じ口
仁
ω
げ

60
島

m
コ

岱
コ
α

Qo
露

互

=
ω
一〇
1

矯
①
コ
・

国
舘

ξ

〇
三

ロ
①
。。
o

↓
①
×
↓。・

o
ロ

勺
巴
ロ
ニ
ロ
σq
・

0
9。
ヨ

げ
ユ
ユ
σq
ρ

】≦
m
ω
器

o
ず
器

①
一冨

℃

餌
コ
α

い
o
コ
ユ
o
ロ
"

=
碧

く
ロ
乙

ζ
三

く
o
富

一蔓

℃
お
ω
9

一
㊤
Qo
α
・

古

原

「
画

史

に

お

け

る

二
三

の
問

題
」

『
国

華
』

一

一
七

九

号

、

五
-

二
十

一
頁

、

一

九

九

四

愈

剣

華

『
中

国
画

論

類

篇

』

上

・
下
、

中

国

古

典

芸
術

出

版

社
、

一
九

五

六

註

6
、

八
-

一
〇

頁

に
配

列

に

つ
い

て
の
所

見

の

一
部

を

載

せ

て

い
る
。

「
明
皇

幸

蜀

図

」

の
異

本

は
、

ブ
リ

ア
ギ

ヤ

ラ

リ

ー

に

二
巻

、

京

都

個

人

に

一
巻

の
計

三
点

の
図
巻
、
台
北
故
官
博
物
院

に
二
点
、

ペ
ソ
シ
ル
バ

ニ
ア
大
学
附
属
美
術
館

に

一

点

の
計

三
点

の
軸
装
が
あ

る
。

10

古
原

「
唐
人
明
皇
幸
蜀
図
」

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第

二
十

三
号
、

一九

九

五

「
摘
瓜
図
」

に

つ
い
て
は
別

の
資
料
が
あ
る
。

『
宣
和
画
譜
』
巻
十
、

「
李
昭
道
」

、
武
后

時
残
虐
宗
支
、
…
故
雍
王
賢
作
黄
台
瓜
辞
以
自
況
、
翼
其
感
悟
、
而
昭
道
有
摘
瓜
図
著
戒
、

不
為
無
補
ホ

ー1

註
6
、
古
原
論
文
、
十

二
頁

12

杜
子
熊

『
書
画
装
漬
学
』

十
頁
、

上
海
書

画
出
版
社
、

一
九

八
六

13

楊
仁
榿

「
葉
茂
台
遼
墓
出
土
古
画
的
時
代
及
其
他
」

『
文
物
』

一
九
七
五
年

十

二
期
、

三
七
頁

14

幅
と
軸

に
つ
い
て
は
小
川
裕
充
教
授

の
考
察

が
あ
る
。

「
雲
山
図
論
続
稿
」

下
、

五
五

頁
、

註
44
、

『
国
華
』

一
〇
九
七
号
、

一
九
八
五

後

記

入
矢

義
高

、
中
田
勇
次
郎
、
鈴

木
敬
、

田
中
淡
、
何
恵
鑑
、

ロ
!

タ
ー

・
レ
ダ

ロ
ー
ゼ
、

任
道
斌
の
諸

先
生
に
格
別

の
御
高
教

を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
資
料

の
入
手
に

つ
い
て
は
多

く
の
方

の
御
労
苦
を
煩
わ
し
た
。
河
野
道
房
、
吉

田
晴

紀
、

西
上
実
、
板
倉
聖
哲
、
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
ケ
ー

ヒ
ル
、

ト
ー

マ
ス

・
ロ
ー
ト
ソ
、
翁

万
爽
、

林
換

盛
、
朴

載
碩
、

黄
貞
燕
、

石
守

謙
、
呉
同

の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ

た
い
。
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25 総 合 研 究 所 所 報

TextCritiqueoftheHuashi

HironobuK)HARA

ItisawidelyacknowledgedfactthattheHuashiwrittenbyMiFu(1051-1107)is

anindispensabledocumentforscholarsofthehistoryofChinesepainting.However,

thetexthasnotbeenfullystudiedduetothepaucityofreliabletranslationswith

annotations.Thepersonauthor,inattempttogiveacomletetranslationoftheHu

ashi,haswrittenthisarticleasastageforthetranslation.Hecorrectedmany

misprints,mistakesandcofusionsinthetext.Theinvestigationofthetextcritique

ofthistextshouldbecontinuedfurthermoreinthefuture.
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1明 人 「明 皇 幸 蜀 図 」 部 分(ブ リア ギ ヤ ラ リー の 好 意 に よ る)

寧聖1編薗歎絶聡a芸 一>iぶ帆 る1ち 可

魏 蜜'

2黄 居粟 「山鵠棘雀図」 3伝 徐 煕 「雪 竹 図」
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4「 魯相韓勅造孔廟礼器碑」部分

丁醇 「

2

哨

`

》
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6南 里 王村 中唐 墓 出土 「仕 女 図」
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7ア ス ター ナ ニ ー七 号墓 出土 「花鳥 画 」
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